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第８０回宍粟市議会定例会会議録（第２号） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

開   議  ６月１３日 午前９時３０分宣告（第２日） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議 事 日 程  

 日程第 １ 一般質問 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 日程第 １ 一般質問 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

応 招 議  員（１６名） 

出 席 議  員（１６名） 

    １番 津  田 晃  伸 議員       ２番 宮 元 裕 祐  議員 

    ３番 山  下 由  美 議員       ４番 東   豊 俊  議員 

    ５番 今  井 和  夫 議員       ６番 大久保 陽 一  議員 

    ７番 田  中 孝  幸 議員       ８番 浅 田 雅 昭  議員 

    ９番 田  中 一  郎 議員      １０番 神 吉 正 男  議員 

   １１番 飯  田 吉  則 議員      １２番 大 畑 利 明  議員 

   １３番 林    克  治 議員      １４番 榧 橋 美恵子 議員 

   １５番 西  本   諭 議員      １６番 実 友   勉  議員 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

欠 席 議  員   な  し  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

職務のために議場に出席した者の職氏名 

  事 務 局 長 宮 﨑 一  也 君    書 記 小 谷  愼 一 君  

  書 記 岸 元 秀  高 君    書 記 小 椋  沙 織 君  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名 
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  市 長 福 元 晶  三 君    副 市 長 中 村    司 君  

  教 育 長 西 岡 章  寿 君    企画総務部長  坂 根  雅 彦 君  

  まちづくり推進部長 富 田 健  次 君    市民生活部長  平 瀬  忠 信 君  

  健康福祉部長  世 良   智 君    産 業 部 長 名 畑  浩 一 君  

  建 設 部 長 花 井 一  郎 君    一宮市民局長  上 長  正 典 君  

  波賀市民局長  坂 口 知  巳 君    千種市民局長  津 村  裕 二 君  
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     （午前 ９時３０分 開議） 

○議長（実友 勉君） 皆様、おはようございます。 

  開会に先立ち教育長が就任をされておりますので、西岡教育長御挨拶をお願いい

たします。 

  教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 改めましておはようございます。貴重な時間をいただきま

して所信表明をさせていただきたいと思います。 

  このたび、平成30年度宍粟市議会６月定例議会におきまして、市長より任命され、

教育長として議会の同意をいただきました西岡でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

  さて、グローバル化や超スマート社会の実現に向けた技術革新が急激に進展し、

社会の状況が大きく変化する中で、私たちは、人生100年時代を迎えた子どもたち

が、未来のつくり手となるために必要な知識や技能を確実に備えられるように育て

なければいけないと思っております。 

  そんな中、新しい学習指導要領の趣旨を踏まえながら、国や県の動向を見極めつ

つ新しい方向性について検討していく必要があります。そこで、昨年度、宍粟市教

育委員会では、学校教育に係る向こう10年の構想と前期５年の基本計画「しそうの

子ども生き活きプラン」を策定しました。 

  基本理念として「夢と自信をもち魅力あふれる宍粟の明日を担う人づくり」とし、

その実現に向け教育を推進するところであります。 

  本市におきましては、少子化が進む中、宍粟の宝であり、まちの未来を担う子ど

もたちが将来にわたって目を輝かせ、たくましく未来を切り開いていく資質を養う

ためには、市の独自性を発揮しながら、地域の実情に合った教育の施策体系を構築

していかなければなりません。 

  そこで、次の６点を中心に取り組んでいきたいと考えています。 

  まず、一つ目としましては、夢と自信を持ち、可能性に挑戦する力を育てること

であります。 

  「生きる力」の育成や「共生社会」の形成を目指し、知識・技能の習得のみなら

ず、地域の歴史や伝統・文化に学び、思考力・判断力・表現力などを養うバランス

のとれた教育、また、豊かな心と健やかな体を育成する道徳教育や体育・健康に関

する指導の充実に努めるとともに、障がいのある子どもたちの自立や社会参加に向

けて、一人一人のニーズに応える特別支援教育の充実に努めたいと思います。 
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  二つ目としましては、地域総がかりで「新しい学校」を創造していくことであり

ます。 

  子どもたちが宍粟を愛し、また、宍粟を活かす教育課程の創造に向け、地域とと

もにある学校づくりを積極的に推進するとともに、学校・家庭・地域の連携協力を

充実させるなど地域全体で子どもたちを見守り育てる教育環境の構築に努めたいと

思います。 

  三つ目としましては、宍粟の未来を支える多様な力を育てることであります。 

  宍粟スタイルによる英語教育の推奨と充実を進める中で、多様な個性や能力の伸

長をはかるとともに、キャリア教育の推進によりグローバル人材の育成に努めます。  

  また、保・幼・小・中の育ちを見通し、義務教育終了後を見据える中で、一貫し

た教育を行うことで各校園所間の接続をスムーズに行い、確かな学力の育成に努め

るとともに、人間形成の基礎を培う重要な役割を果たす就学前教育の充実にも努め

たいと思います。 

  四つ目には、生涯学び続け、活躍できる力を育てることであります。 

  感動や生きる喜びにあふれた生涯学習社会の実現に向けた取り組みを進めるとと

もに、社会教育施設や地域社会とリンクする中、全ての人々の人権が真に尊重され

る自由で平等な社会を実現するため、全教育活動の基盤に人権の視点を位置づけて

人権尊重の精神を高め、あらゆる差別の解消に努めていきたいと思います。 

  五つ目には、充実した学びを支えるセーフティネットを創り上げたいと考えます。 

  実り多い学校生活の基盤をつくる生徒指導の推進を図るため、関係機関との連携

により、いじめの根絶や不登校の解消、さらには防災教育や情報モラル教育などの

充実を図り、子どもたちの健全育成に取り組みたいと思います。 

  そして、六つ目には、新しい時代の教育に対応するための基盤を整備することで

あります。 

  ＩＣＴ機器を活用した教育環境整備に努め、基礎的な知識や技能の習得を進め、

また、時代のニーズに対応した教職員研修を実施し、情熱と確かな力量を持った教

職員の育成を図ります。 

  以上の取り組みのほか、学校園所運営の大前提である安全な環境の確保と安心し

て過ごせる学校園所の確立に向けた取り組みも並行して推進していきたいと思いま

す。 

  終わりになりますが、宍粟市教育委員会として策定しております平成30年度「宍

粟の教育」や市長が示します「教育行政に関する大綱」などを踏まえ、ソフト・ハ
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ード両面にわたりまして、教育部としてそれぞれの課の独自課題に取り組み、相互

に連携し、市全体の教育力の向上に取り組む決意を表明するとともに、議員各位に

は今後も御指導・御鞭撻をお願いいたしまして所信の挨拶とさせていただきます。 

  どうも貴重な時間ありがとうございました。 

○議長（実友 勉君） ありがとうございました。 

  これから、本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付しておりますとおりであります。 

  それでは、日程に入ります。 

     日程第１ 一般質問 

○議長（実友 勉君） 日程第１、一般質問を行います。 

  通告に基づき順番に発言を許可します。 

  まず、大久保陽一議員の一般質問を行います。 

  ６番、大久保陽一議員。 

○６番（大久保陽一君） おはようございます。議長の許可を得ましたので、ただい

まより通告に従いまして一般質問を行います。 

  宍粟市という枠組みをもう少し広域で捉えることができないでしょうか。 

  結婚や就職、学校などで宍粟市を離れられて宍粟市の近郊に住まれている方、例

えばたつの市だとか、姫路市、太子町など、この近くに住まれている方が親元はこ

の宍粟市にある。でも、たまたま就職等で宍粟市の近郊に住まれている方に、自分

は住民票はないけれども、宍粟市の家族の一員なんだと。準家族なんだという意識

づけを持ってもらうためにも宍粟市の主要な事業などに招待してはどうでしょうか。

是非当局の考えをお聞かせください。 

  今宍粟市も市長をはじめ力を入れておられる定住促進に対してなんですけれども、

定住促進の考え方の中にやっぱり教育というのが非常に重要な位置を占めるという

ふうに考えます。教育、子育てが宍粟市の定住促進には非常に重要な位置づけがあ

って、大きな位置を占めているというふうに考えるわけです。 

  その教育の充実を図るに当たり、一番大切にすることは、私は教職員の働きやす

さ、これが教育条件整備の第一と考えておりますが、市長、教育長のお考えを伺い

たいというふうに思います。 

  また、昨年のちょうど１年前の６月議会にこの席で学校の先生の長時間労働の質

問をいたしました。超過勤務の質問をいたしました。教育長からこの実態を調査す

るという答弁もいただいております。そのことも含めてこの長時間労働をどういう
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ふうに捉え、どういうふうにこの課題を解決していくのか、その道筋を伺いたいと

いうふうに考えます。よろしくお願いします。 

  民間の英知も導入して宍粟市は教育日本一を方向として目指していくべきだと思

うんですけれども、山崎町の梯にありますオーエスエム次世代商品開発研究所と、

宍粟市が主になって行っていますものづくり次世代キッズ博士養成塾、宍粟市と梯

のＯＳＭが一緒になって主催されていますこの事業なんですけれども、その事業に

参加された子どもさんの家族の方から本当にいい事業、これは理数系の教育が強く

なる。子どもらが自分自ら考えていく力を養えるということで、非常にこれは好評

を得ていると思うんですけれども、この事業に対してどういう評価をされて、主催

者として今後どうしようとしていくのかということもあわせてお伺いしたい。 

  それと、まちづくり推進部が所管しています国際交流協会が行っていますお茶ッ

トルームなんですが、この事業に関しても非常にこれも参加者の好評を得ていると

いうふうに聞いています。参加者からもっとこれだけいい事業なんだから、大人だ

けじゃなしに、もっと小学生・中学生が来れるようなことができないか。また、お

母さんが小さな子どもと参加できたら、曜日とか時間もあると思うんですけれども、

もっと英語、国際交流という観点が宍粟市に芽生えて、より教育そのものが発展し

ていくんじゃないかという意見を伺っています。そこの当局の考えをお伺いしたい

というふうに思っています。 

  それと、昨年の12月のこの議会で図書館等での学習スペースの話を出させていた

だきました。当局より前向きな回答をいただいたことは十分承知しております。図

書館等での学習スペースの中で、宍粟市の山崎にある図書館は手狭さ感からも学習

スペースを確保したときに、そこに死角が生まれて、特に図書館の職員さんは女性

の職員さんが多いので、安全が十分確保できるのかどうかということと、死角が増

えてきたときに、図書館の本に危害を加えられる、いたずらされるんじゃないかと

いうことも懸念されているというお話を聞きました。現在の遂行状況とこれからの

図書館での学習スペースのもっていき方について当局の考えをお聞かせ願いたいと

いうふうに思います。 

  平成21年に、宍粟市で宍粟市空き缶等のポイ捨ての防止に関する条例が施行され

ました。この条例が非常にいい条例だというふうに思います。この条例ができて９

年になるわけなんですけれども、その検証もお伺いしたい。ボランティアで宍粟市

のいろんな場所で草刈り等、またごみの片づけ等をされている方が多くいらっしゃ

るということは御承知のとおりだと思うんですけれども、その草刈りのボランティ
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アされている方が、一番辛いのがせっかく自分らがボランティアで草刈りしてても、

そこにごみのポイ捨てがある、空き缶等も捨てられている、お弁当の食べかすも捨

てられている、それが非常にボランティア活動している人が辛いという話をお伺い

しています。 

  こういうきれいなボランティアをされている人が、もっとボランティア活動が生

き生きとできるように、是非当局のほうの条例の周知をもっと図っていただきたい

というふうに考えるわけなんですけれども、当局のお考えをお聞きしたいというふ

うに思います。 

  さらに、市民の居場所づくりとして、公園整備のことも昨年の６月議会でお尋ね

しました。市長のほうからも利用形態やニーズを十分勘案しながら対応していくと

いう答弁があったわけなんですけれども、一宮北部の公園もいいのが完成されまし

た。山崎のほうでも最上山公園のトイレ等も整備されていることは十分承知してお

ります。その中で、例えば神河緑地公園の遊具にしても小学生の子どもたちが遊ぶ

にはぴったりなんだけど、小さな子どもたちとおじいちゃん、おばあちゃんが行く

と非常に危ないという話もお伺いしています。 

  また、城下の城の子公園でも中学生の子も公園へ遊びに来る、また近くの住宅地

から家族連れも来るときに、遊具の少なさから占有を誰がするのかということで、

トラブルが起こっているという話もお伺いします。 

  昨年の６月議会でこの公園の利用形態やニーズ等を十分勘案しながらしていくと

いうふうに答弁があったわけなんですけれども、この１年間の経緯と、そこら辺の

抜け落ちている箇所に対して当局の答弁をいただきたいというふうに思います。 

  最後に、地域づくりは人づくりとして、中比地の自治会が高齢者に百歳体操が終

わった後も帰るんじゃなしに、その自治会館に残ってほしいと。そしてみんなでと

もにお茶を飲みながら、地域として生きていく、地域として人づくり、地域づくり

を進めていくということを中比地の自治会の人が進められているわけなんですけれ

ども、その取り組み方法も今後の市政に生かせるんじゃないかというふうに思いま

す。市の答弁をお願いいたします。 

  以上で、第１回目の質問を終わります。ありがとうございます。 

○議長（実友 勉君） 大久保陽一議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） 皆さん、おはようございます。どうぞ今日も一日よろしくお

願い申し上げたいと、このように思います。 



－44－ 

  それでは、大久保議員の御質問、大きく４点の御質問でありますが、答弁させて

いただきます。 

  教育日本一の宍粟市へということで、より具体的なこともありますが、具体的な

こと等々については教育長のほうから御答弁申し上げたいと、このように思います。  

  まず、１点目のみんな家族作戦と、こういう大きな御質問でありますが、御質問

の中身にあったとおり、今まさに、私は、広域連携というのが大きなこれからのま

ちを考えていく上では一つのキーワードになると、このように考えております。特

に、たつの市を中心とした定住圏のところでのまちづくりであったり、あるいは姫

路を中心としたまちづくり、それぞれの市町が加わって連携をしながらと、こうい

うことでは今進めておるところであります。 

  しかしながら、それぞれのまちの特色を十分生かしてうまく連携して、その上に

立ってヒトやモノやカネ、これをダイナミックに動かすということは今日的に大き

な課題と、このように捉えております。そのために、今各種施策を展開しておると、

こういうことであります。 

  宍粟市では、特に宍粟をふるさとと感じていただいている市外の方々に対してふ

るさと市民制度を設けておりまして、登録をいただいた方には毎月市の広報紙であ

ったり、あるいはイベント情報をお届けをしておるところであります。さらにまた、

ふるさと市民証というものの提示によりまして、市内の道の駅やあるいは宿泊施設

などにおける利用の特典を設けておると、こういうことで宍粟市に訪れていただく

魅力をつくっておると、こういうことであります。 

  しかしながら、なかなか現実としてまだまだ多くの方にそういったことの啓発・

啓蒙はできてない現状があります。そういう意味では、さらに交流を繋げていくた

めの情報発信の方法として、昨年度から取り組んでおりますスマートフォン等を活

用したラインであったり、あるいはフェイスブックによって毎月の広報紙やイベン

ト情報をお知らせすることで、さらに宍粟市に訪れていただこうと、あるいはそう

いう機会を増やそうと、こういう取り組みをしておるところであります。 

  ただいま御提案のありました市外の方々にさらに宍粟市へ足を向けていただける

ような案内であったり、あるいは招待の方法を工夫しながら交流人口の増加に繋げ

ていきたいと。このことが地域の活力に繋がっていくと、このように考えておりま

すので、さらに御提案のあったことについて研究をしながら、さらに深めていきた

いと、このように考えております。 

  次に、教育日本一の宍粟市へということでありますが、かねてより議員の御提案
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のあったとおりでありますが、私も定住を促進する意味において、教育というのは

非常に重要な課題と、このように考えておりまして、特に保育、教育を含めて、あ

るいは子育てを含めて、そういった環境を整えることが私は非常に大事な課題と、

このように考えております。 

  そういう中で、教職員の皆さんが働きやすい教育環境というか、そういう条件整

備というのは非常に重要なことと考えておりまして、特に大きく５点考えておりま

す。 

  １点目は勤務時間の適正化、２点目は職員のメンタルヘルス対策、３点目は事務

の効率化とＩＣＴ化、４点目は地域や保護者の皆さんの協力、最後５点目は教育施

設環境の改善などの整備などがあると、このように考えておりまして、そういった

意味で行政の条件整備の役割が大いなるものがあると、このように考えております。  

  そこで、宍粟市におきましては、教育委員会でいろいろ努力をしていただいてお

りますが、先生方に定時の退勤日、決まった時間それぞれの中で、この日はこの時

間に学校を去ろいやと、学校を退勤しよいやと、こういう日、さらに中学校等々に

おいては部活動を一生懸命やっていただいておりますが、ノー部活デーの設定、あ

るいはその完全実施、そういったことによって勤務時間適正化の推進、あるいはＩ

ＣＴ環境の整備による事務処理の効率化や外部の人材の活用による業務改善等々、

さらにはいろいろ悩みを持っていらっしゃる先生方へのメンタルヘルス対策であっ

たり、場合によって心のケアのための相談体制の充実、こういったことを計画的に

施設の改修であったり、あるいは教育条件整備全体を推進しておるところでありま

すが、さらにそういった意味では働きやすい場をつくっていくことは重要だと、こ

のように考えております。 

   また、今日、働き方改革等々も国の中でいろいろ叫ばれておりまして、現実の

問題として先生方は大変なところで勤務をしていただいておることは十分承知して

おるところでありますが、さらに子どもたちの側に立ちますと、先生方の教育活動

が十分展開するためには、ある意味ワークライフバランスがとれた生活がおくれる

ような働きやすい教育環境をつくっていくことが非常に重要と、そのように考えて

おりまして、今後さらに努力をしていきたいと、このように思っております。 

  教育日本一の宍粟市で③のところであります、先ほどお話のありました梯のオー

エスエムさんのこの次世代キッズ博士養成塾につきましては、オーエスエムさんの

あの知識や技能や、あるいは研究の卓越したノウハウを次世代の子どもたちへとい

うことで、特に夏休み中心にいろいろ展開をしていただいておりまして、子どもた
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ちや保護者の皆さんからも大変喜ばれておる一つの事業であります。引き続いてや

っていただくということも聞いておりますので、非常にありがたいとこのように考

えておりますが、さらにこの会社におかれましては、昨年からアフリカの青年を招

聘してそれぞれの育成をしながら、全世界的にこの企業としても進出していきたい

と、あるいは人材育成を図っていきたいと、会社挙げて努力をなされておりまして、

大変ありがたいと、このように認識しております。 

  また、国際交流でお茶ットルーム等々については小中学生の参加をもっと促せと、

こういうことでありますが、私もそのとおりでありまして、事務局を預かっておる

市としてもそのように努力をしておりますが、さらに国際化、あるいは国際交流の

促進という観点からも小中学生の参加についてもさらに推進をしていくように努力

をしていきたいと、このように考えております。 

  次に、ごみのポイ捨て禁止条例の関係でありますが、お話のありましたとおり、

本条例につきましては、市民、事業者及び市が協働して地域における空き缶等のポ

イ捨ての防止を促進することにより、快適な生活環境を確保することを目的に、平

成21年９月１日に施行したものであります。 

  条例制定前からのいろいろ活動もあったところでありますが、現在も市民の皆さ

んが中心となって、あるいは自治会や、あるいは生推協によってクリーン作戦であ

ったり、あるいは学校生徒児童が中心となっていろいろ活動を展開していただいて

おります。特に、千種管内にあっては、中高連携事業としていろいろ美化活動にも

取り組んでいただいておりますし、山崎高等学校においてもクリーン作戦等々、そ

れぞれの小中学校においては小中学校一貫教育推進委員会によって連携しながらク

リーン作戦等々やっていただいております。さらに多くの事業所におきましてもク

リーン作戦や地域の美化活動にも積極的に取り組んでいただいておる状況でありま

す。これもこの条例の制定以後大きな動きとして、いわゆる市民運動として展開が

なされておると、このように思っております。当然道路沿線であったり、あるいは

河川の清掃、そういったことを市内各地でそれぞれ工夫を凝らしながらボランティ

ア活動を実施をしていただいております。 

  お話のありましたように、ボランティアをしていただく方々が何かそういう意識

を壊すようなことにならないように我々としてはさらに啓蒙・啓発を図ることが大

事だと、このように考えておりまして、宍粟市も環境保全協議会を設置をして、そ

の委員さん20名によって、環境のパトロール、あるいは不法投棄の監視、そういっ

たものをしながら市民全体で環境保全、あるいは空き缶等のポイ捨て防止、そうい
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ったことの啓蒙・啓発をしておるところであります。 

  私自身、それぞれかつて、その条例制定前あるいは条例制定後を見ますと、まだ

まだ不十分でありますが、かなりそういうポイ捨てについては減っておる状況は見

受けられておると、このように考えておりますが、まだまだ十分とは言えない状況

でありますので、さらに環境美化の啓発が重要と、このように捉えております。 

  次に、市民の居場所づくりの関係でありますが、かねてより御提案のありました、

先ほどもお話ありました公園等々の整備について、特に城の子公園、あるいは神河

緑地公園、その他の公園についても昨年来より遊具と等々については十分整備をし

つつあるわけでありますが、先ほどお話のあった小さい子どもと大きい、お姉ちゃ

ん、お兄ちゃんが来たときのブランコの取り合いであったり、あるいは親子で遊ぶ、

そういったことも十分承知しておりますので、さらに皆さん方が気軽に、また楽し

く和気あいあいと集えるような公園にしていくことが必要と、このように考えてお

りますので、今後可能なことからそれぞれ公園の整備については推進をしていきた

いと、このように考えております。 

  御承知のとおり、昨年度末でありますが、家原遺跡公園に複合の遊具を設置をさ

せていただきました。一昨年はエーガイヤちくさにもそういったことをさせていた

だきました。時々その場所に行ってみますと、親子で多くの方々がその遊具に集っ

ていらっしゃる姿を見たときに、先ほど申し上げように、さらに現状のことも十分

認識しながら、より多くの皆さんがさらに楽しめる場を設置することは非常に重要

と、こう捉えておりまして、そのことが子育て環境の充実に繋がっていく可能性が

ありますので、そういう意味でさらに推進をいきたいと、このように考えておりま

す。 

  次に、地域づくりは人づくりと、こういうことでありますが、中比地自治会の取

り組みを御紹介をいただいたところでありますが、私も一回しか行ってない、お邪

魔してないところでありますが、百歳体操の後にお茶会であったり、あるいはお茶

会を通じて多くの高齢者の皆さんや地域の皆さんが一緒になっていろいろ和気あい

あいとおしゃべり等々をなされております。さらに、そういう百歳体操という運動

ということも通じながら、高齢者等々の皆さんが元気な毎日を過ごしたいと、そん

な思いの中でリーダーの皆さんが取り組んでいただいておりまして、非常にありが

たいと、このように考えております。 

  百歳体操については、現在市内で約100の地域で今取り組んでいただいておりま

して、高齢者のみの皆さんに限らず地域の皆さんにもそこに参加をしていただいて、
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健康づくりへの志向、あるいは地域づくりへの思いを共有していただくと非常にあ

りがたいと、このように考えております。 

  そういう意味では、先ほどおっしゃった例えば中比地自治会の取り組み等々をさ

らに市全体に啓蒙・啓発しながら、市全体に進めることも重要と考えております。 

  特に、そういった百歳体操に限って申し上げますと、各地域でそういった取り組

み事例も発表していただく機会も設けておりまして、そういった機会の中で先進的

な事例を多くの市民の皆さんに発信することによって、取り組みが深まっていくと、

このように考えておりますのでさらに御提案のあったような取り組みについては生

かしながら、市全体に広めていきたいと、このことが重要と捉えております。 

  あと、具体的なことにつきましては、教育長のほうから御答弁申し上げます。 

○議長（実友 勉君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 私のほうからは、教職員の長時間労働の実態と課題解決に

ついてということから御答弁させていただきます。 

  市内の教職員の長時間労働につきましては、昨年の11月に１カ月間にわたりまし

て勤務時間実態調査をしました。その結果によりますと、市内の教職員の１カ月間

の平均時間外勤務時間は40時間53分となっております。また、これを一日当たりに

換算しますと、小学校教諭は約１時間11分、それから中学校教諭が約１時間39分と

なっております。さらに、時間外の勤務時間が月80時間を超える教職員が4.2％、

小学校で２人と中学校で９名というふうな数も出ておりまして、宍粟市においても

長時間労働の実態については早急な改善が求められているところであります。 

  次に、その課題解決に向けてでありますが、兵庫県教育委員会では、昨年の３月

に対策プランの第３弾とも言える教職員の勤務時間適正化推進プラン、これを取り

まとめまして提言を行っております。 

  本市におきましても、この対策プランで示されております先進的な実践、こうい

うものに学びながら教職員の勤務時間適正化に取り組んでいるところであります。 

  また、独自の取り組みとしましては、昨年度より市内の全小中学校からあらゆる

立場の教職員の先生に参加いただきまして、宍粟市勤務時間適正化推進会議という

ものを３回にわたり開催し、教職員がより働きやすい条件整備について協議をして

いただいているところであります。 

  その会議の提言から一つ例をとりますと、昨年度小学校で週１回の定時退勤日の

ほかに、月１回統一の定時退勤日を設けて大変好評であったということがあります

ので、今年はそれを中学校にも広げまして実施することと、ノー部活デーにつきま
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しても週２回に拡大するとか、テスト前のノー部活動デーの期間を長くするとか、

そういうような取り組みも実際に行っております。 

  さらに、市内小学校に１校でありますが、スクール・サポート・スタッフをモデ

ル的に配置しておりますので、調査的また研究的にこれを取り組み、今後検討して

いきたいというふうに思っています。 

  このように兵庫県の教育委員会の勤務時間適正化推進プランで示されている先進

的な実践から学びながら、業務改善に取り組んだり、宍粟市独自で取り組んでおり

ます宍粟市勤務時間適正化推進会議での提言をいただくことにより、より教職員が

働きやすい条件整備について取り組むことによって、長時間労働の解消に努めてい

けたらというふうに考えております。 

  次に、民間の英知を導入することということで、先ほど市長の言葉にもあって重

なるところもあると思うんですが、宍粟市におきましては、さまざまな分野で活躍

されている企業とかクリエーターなど、民間から学ぶことによりまして、子どもた

ちが豊かな感性を働かせ、新たなアイデアを生む、そういう力を身につける機会と

なっております。また、次期学習指導要領に位置づけられておりますキャリア教育

という、この視点からも民間の企業から学ぶことは、大変注目すべき教育であると、

このように考えております。 

  本市でも、民間企業からの寄附金を活用しまして４年目になりますか、「理科お

もしろ実験教室」ということで理科に興味関心を持たせる。また、昨年度から中学

校におきましては「プロから学ぶ創造力育成事業」というのを始めております。さ

らに、さまざまな企業やクリエーターから学ぶ取り組みをしておりまして、先ほど

ありましたように夏休みに実施されます「ものづくり次世代キッズ博士養成塾」と

いう、今年度からちょっと名前が変わりまして、「ものづくりＤｒ.Ｋidskey アカ

デミー」という、こういうふうに名前が変わったんですけども、宍粟の小学生が学

ぶ大切な機会となっておりまして、昨年、保護者も子どもたちからも大変楽しかっ

たということで好評をいただいておりますので、教育委員会としましても、今後さ

らに後援するとともに、市内の子どもたちにも参加を呼びかけていきたいと、この

ように思っております。 

  それから、国際交流協会の事業でありますが、宍粟国際ふれあいまつりには、市

内の小中学生もたくさん参加してくれております。特に、スクイム市派遣団の中学

生がボランティアとして参加もしてくれておりますし、お茶ットルームや英会話教

室、国際ふれあいまつりなどの国際交流協会のイベントにも子どもたちが英語など
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さまざまな外国語に触れる貴重な機会となっておりますので、国際交流協会の事務

局でありますまちづくり推進部と連携しながら、これからも参加を呼びかけていき

たいと、このように考えております。 

  さらに、本市では教育委員会に配置しておりますイングリッシュ・コーディネー

ターの指導のもと、ＡＬＴと教員がチーム・ティーチングで授業を行う指導体制で

の授業を推進したりしておりますし、また、全ての小学校において大型モニターと

タブレットを活用したフォニックス指導という取り組みも進めております。さらに

英語教育に力を入れていきたいと、そのように考えております。 

  最後に、学習スペースのことで、より人の集う図書館へということでありますが、

これ前回にもお答えしたところも重なりますが、市内の図書館は、特に市立図書館

は、昭和63年の建設で、規模も小さくて蔵書可能冊数もかなり限界に近い状況にな

っておりますが、そして閲覧用スペースの狭さというのも御指摘のとおりでありま

す。 

  このような状況を改善するためにも、施設整備が必要であるということは十分承

知しておるわけでありますが、改善には用地の確保等多くの課題もありまして、具

体的な計画に至ってないというのが現状であります。 

  今後は、図書館がより本に親しみやすく、また知りたいことを追求する場所とし

て、和み、また楽しみ、さらにはくつろげる空間として、誰もが安心して快適に利

用できるように環境整備を検討していきたいというふうに思っております。 

  しかしながら、学習スペースに対する要望もあるわけでありますが、図書館本館

だけでの確保は困難な部分もありますので、予定もしておりますが、防災センター

や一宮、波賀、千種の生涯学習センターの一部を活用しまして、学習スペースを確

保していきたいと、このように計画しているところあります。 

  以上、私からの答弁とさせていただきます。 

○議長（実友 勉君） ６番、大久保陽一議員。 

○６番（大久保陽一君） １番目のみんな家族作戦って書いてある部分なんですけれ

ども、今、市長のほうからも西播磨の広域連携事業の話がされたと思うんですが、

イメージとしては宍粟市という枠の中で、例えば一宮とか波賀の方が山崎のほうに

お家を建てられて住む、そのときの自分は宍粟市の市民だという意識は当然変わら

ないですよね、イメージとしてある意識づけの部分ですけれども。例えば山崎のも

ともと出身の方が、たつの市だとか、太子町に住所を変えられたときに、この方に

も同じような意識づけを、同じ宍粟市という枠の中の意識づけがもう少しできたら、
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宍粟市の自分は家族なんだという、そこの依拠している部分が保てるんと違うかな

ということの問いなんですけれども、そこに対しても再度答弁いただきたいという

ふうに思います。 

  それと、ごみのポイ捨て禁止条例のところなんですけれども、今、市長のほうか

ら啓蒙・啓発を行っていると。ポイ捨ては減ってきている。ただし、十分とは思っ

ていないという市長の答弁があったと思うんですけれども、実際、ボランティア活

動をされている方、ボランティアで草刈りされている人らにとっては、もっとこれ

が周知できないのかという思いがあるわけなんです。 

  それでもう少し具体的に、今までしてきている以上にこういう啓発、啓蒙をした

いという具体化をここで示していただけたらというふうに思いますので、よろしく

お願いします。 

  それと、学校の先生の長時間労働に関してなんですが、先生の御家族の方から、

朝早く家を出て職場に向かう、朝早い時間に向かう、そして夜遅く帰ってきている、

土・日は部活でいないと、子どもを見てたらもう疲弊しているようで、どうかなっ

てしまうんと違うかなということを訴えられている方もいらっしゃいます。そこは、

その実際の現場で聞く声と教育委員会から示された、今教育長から説明ありました

勤務時間の実態調査結果報告書、ここにかなりの乖離があるように思います。パネ

ルがあるんですけれども、教育長がさっき説明された小学校であれば、１カ月35時

間28分、中学校であれば49時間30分、全国のことも書かれているんですけれども、

実際のこの数字が先生方から聞いた話と、また親御さんから聞いた話との乖離があ

るように思うんです。 

  それで、この通告をしてから今日に至るまでに小学校の先生が12名、中学校の先

生10名に聞き取りを実施してきました。22名の方から現実のどういう超過勤務にあ

るのか、長時間労働に関してのお話も聞いてきました。それは、今この教育委員会

から示されている時間外の実態調査報告書とはかなりかけ離れているように思うわ

けなんです。 

  それで、まずお伺いします。なぜ11月の調査になったのかということと、出てい

ます以下の業務は調査対象としていない。土・日・祝日の部活動指導、始業前の時

間外勤務、これ学校の先生が例えば登校指導などとか、朝の部活が入っていると思

うんですけど、それがなぜ抜かれているのか、振替休業日の業務、これがなぜ抜か

れるのかというところの御説明をまずいただきたいというふうに思います。よろし

くお願いします。 
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○議長（実友 勉君） 大久保議員、再質問なんで一問一答でいきましょうか。 

○６番（大久保陽一君） はい、わかりました。そしたら最初の質問のほうからお願

いします。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 一遍にたくさんいただいたんですが、ごく簡潔に１点目の例

えばたつの市、太子町に家を建てた人が宍粟市の準家族と、こういうことでありま

すが、今年度になりまして、私もＦＭＫＯＢＥとか、あるいは姫路のＦＭＧＥＮＫ

Ｉとか、あるいはラジオ関西等々にいろいろ出演というのか、させていただいて、

実は宍粟市のＰＲをしました。宍粟市にゆかりのある方、あるいはいろんな方、ど

うぞ宍粟市へお越しくださいというようなことを桜とか藤とかあるいはクリンソウ

とか、そういったことを機会を通じて呼びかけてきました。 

  しかし、それは呼びかけの段階でありますが、より具体的にしますと、転出先の

これまでのデータを見ますと、約７割が姫路だったり、たつの市、太子町の方が多

いということでありますので、場合によって、こんなことはできるかどうかはわか

りませんが、今後転出先の届けにお越しになったときにもいろいろ対応できる部分

もあるんかなあと、こう思っておりますので、可能な限り宍粟市からいろんな事情

があって転出された皆さんに、どうぞ宍粟市への思いを持っていただくということ

を、さらにある意味の啓発やら具体的な行動をつくっていきたいと、このことが大

事だと思いますので、今後そのことについては十分さらに研究していきたい、この

ように思っています。 

  それから、２点目のごみの啓発につきましては、いろいろしーたん放送であった

り、あるいはポイ捨ての看板であったり、いろんなこともさらに充実せないかんの

ですが、どうやって市民の意識を高めていくかということでありますが、その手法

として、一つには、いろんなイベントを実施しておりますが、そういったところ、

あるいは公園にもごみ箱を置かないと、ごみの持ち帰り運動等々をやっております。

そういったもろもろのいろんな意味での啓発が繰り返し繰り返しすることが大事だ

と思っておりますので、さらにボランティアの皆さんがさらにボランティアに繋が

るような意味での啓発を深めていくことが大事だと思っておりますので、今後さら

に研究をしていきたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 私のほうからは、勤務時間の実態調査の結果というところ

からお答えしたいと思います。 
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  実態との乖離があるということだったんですけども、一つは、なぜ11月にやった

というのは、昨年度から県教委が勤務時間の実態調査をするために、今までは手書

きの記録簿であったんですが、全部パソコンで入れんとあかんようになったんです。

朝行ってからパソコンを立ちあげてクリックして帰るときにクリックして帰ると、

こういうことがあったんで、それになれるということがありまして、どうしても11

月になってしまったというのはお許し願いたいんですが、現実、今この６月と11月

と比べたら６月のほうが確かに勤務時間が長くなっていると思います。それは日が

暮れる時間が違いますので、秋の部活動の終了時間と今と比べたら、今６時ごろに

全員下校ということにしていますから、少し長くなっている。実際今のほうが長い

ということは、これは隠しもいたませんので、そのとおりなんです。 

  それから、土・日・祝日の部活動指導につきましては、部活動手当というのが出

ておりますので、それは勤務時間に入れなかったということで、今回は省いている

ということで御理解いただきたいと思います。 

  しかしながら、今、子どもが疲弊しているということを言われましたが、実際に

もう土・日ずっとやっていた時代がありました。それはやっぱり子どもの疲れもあ

りますし、先生の超過勤務ということもあります。また、部活動をやっている先生

では、いわゆる旦那さんのいない母子家庭のような、そういう状況でなかなか家族

サービスもできないということで、今、最低週２日は部活動をしないというのは、

これはどっこも守ってくれているというふうに私は思っております。 

  それから、始業前の時間外勤務につきましては、始業時間が大体８時ということ

になっておりましたので、これも意図的に外したわけでも何でもないので、７時過

ぎから部活動をしている先生については、さらに40分なり45分の勤務がプラスされ

るということもあります。したがいまして、また今後もずっとというのは先生が大

変負担になると。それこそ勤務時間のさらに余分なことをせんなんというようなこ

ともあったりするんで、またシーズンを変えて調査するというのも一つ考えていけ

たらなというふうに思っております。 

  以上でよろしかったでしょうか。また、御質問ください。 

○議長（実友 勉君） 一問一答でいきましょう。 

  ６番、大久保陽一議員。 

○６番（大久保陽一君） 学校の先生の聞き取りに行っているときに、今、教育長が

おっしゃられたように、部活が11月に入ったらもう４時半に終わる。今だったら６

時、それと、11月は期末試験もあって、期末試験前に何日間か部活もなしに、でき
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るだけ子どもらを早く帰すんだと。だから、11月そのものが勤務時間としては非常

に短いという、今教育長もおっしゃられたような話があって、そこにも僕が今回小

学校、中学校の先生方にも実際の労働のところの聞き取りに回ったときに、そうい

うふうに答えられた先生がたくさんいらっしゃいました。 

  なぜ、学校の先生の勤務時間にこだわるかといいましたら、去年の６月議会でも

そうだったんですけれども、どうしたら子どもたちが生き生きとして自分の将来に

向かって、今日も教育長の最初の御挨拶の中にもあったと思うんですけれども、子

どもたちがどういうふうにしたらもっと生き生きとして暮らせるのか、子どもたち

自分らの将来に向かって生きていけるんかというたときに、そこを考えたときに、

学校の先生が生き生きと教壇に立たれる、仕事で疲れ切った顔で学校の授業をする

んじゃなしに、先生の生き生きとした姿そのものが子どもの教育に繋がるんじゃな

いかと。 

  市長部局はじめ市挙げて定住促進を一生懸命されている。その中で市長もおっし

ゃられる教育が非常に大事やと。教育が非常に大事であるいうのは、そのまちで自

分の子どもを教育受けさせたいという人そのものが定住に繋がる。親から見て子ど

もが生き生きとして学んでいる姿が映ろうとしたときに、学校の先生が本当に生き

生きとして働いている姿いうのは、非常に重要だと思うんですよ。全ては子どもの

ためやと思うんです。学校の先生の労働時間にこだわって昨年の６月議会、今回と

言うてるのは、それは子どものためやと思うんですよ。子どもが生き生きとしてい

る姿そのものが親の希望であったり、地域の希望でもあると思うんです。そこが先

ほど教育長がおっしゃられたように、教育長は再度シーズンを変えて調査するとお

っしゃられましたけれども、昨年のこの調査結果で教育長がおっしゃられた土・

日・祝日の部活動の指導は抜くだとか、始業前の時間外勤務は入ってないだとかと

いうことであったら、それも労働ですやんか。子どもがそこでけがしたからいうて、

先生全然関係ないということにはならないと思うんですよ。朝の練習をしていて、

子どもがけがしたと。先生は、これは私は勤務じゃないんで関係ないですよという

ことじゃなしに、それそのものが勤務なんだから、それも労働時間ですやん。それ

らの労働時間を入れていくと、こんな数字にはならないです。教育委員会がこのた

びの提出した数字には絶対ならないです。 

  現場で聞いて先生方の声を集めていったときに、先生方もいや、これはあり得な

いと言いました。小学校の先生の80時間以上が２名と書かれているんですけれども、

これもあり得ないとおっしゃられていました。学校の先生によると、もうほんと毎
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日９時、10時まで学校にいると。ほんとくたくたなんやという話をされている先生

もいらっしゃいます。何で９時、10時まで残らなあかんのかいうたら、いろんな事

務的な仕事もあるし、次の日の子どもらの学校の準備もあるし、部活が終わってか

らしているし、そういうことで９時、10時になってくたくたなんだと。そのくたく

たな姿が果たして宍粟市の教育、子どもたちを育てる教育に、宍粟市が希望の持て

る教育を子どもたちに与えて定住促進に繋がるんかというところだと思うんですよ。

全ては子どもたちのためやと思います。 

  もう一度子どもたちのためにということで、そこを主眼に置いてこの調査が一体

何だったんかということも含めてお答え願いたいというふうに思います。 

○議長（実友 勉君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 先ほど御指摘いただきました土・日とか始業前の部分を意

図的に外したわけでもなくて、勤務時間から終わりの時間をというものを意識した

もので、先ほど言いましたように、再度こういうことも含めて調査するということ

も大事かなということで、そのときにまた改めて市内の状況を示させていただきま

すが、私が思うには、確かに遅くまで先生は仕事をしておりますが、生き生きとし

ていない先生はあまりいないなと思っておるんです。やっぱり経験のある先生と経

験値の少ない先生では、どないしても次の時間の教材研究にかかる時間とか、これ

はどうしても違ってくるから、若いときというのは教材研究をたくさんして、たく

さんの蓄えを持つということが必要なんで、遅くなることもわかるんですけども、

多分私あちこち学校を回りますけど、どの先生も生き生きとしてくれておりますし、

学校訪問に行きましても子どもたちも明るく生き生きとしてくれておりますが、そ

うでない先生もいるということは私も配慮しなくてはいけないと思います。 

  そういうことで、ワークライフバランスということを大事にしてほしいというこ

とで、年休の取得につきましても、私らが現場におるときには葬式のとき以外はよ

うとらんような状態があったわけです。今はもうなるべくとってほしいと。ただ、

先生というのは子どもが毎日おりますので、授業をせんならん、休むとその授業を

ほかの先生に負担してもらわんといかん、その負担した先生の負担が増えるという

ふうなことがありますから、よっぽどやないと、ふだんは休みがとりにくいという

のが現実なんです。ですから、夏や冬、そういう休みのときにまとめてでもいいか

ら、有給休暇をとってほしいということを強くお願いしております。その結果、大

体年間10日ぐらいは有給休暇をとってその辺のバランスもとってくれるようになっ

たんですけども、それでもふだんの勤務の中では、夜どうしても、ほんとに頼むで
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帰ってくれと校長が言うても、どないしてもしたいんじゃと。あまりにも早う帰れ

帰れ言うと、ええかげんにしてと、私はしたいことがあるんやと、明日も元気に勤

めるからという先生もいる中で、一律でなかなか帰ってくれというのが本当に難し

いところがあります。ただ、本当に今言われますように、元気で先生が一日を過ご

して、また明日も頑張ろうという意欲にならないと、子どもたちにも伝わっていか

ないので、今御指摘いただいたことも含めて今後も校園所長会等でも今の御意見も

酌み取りながら、さらに勤務時間の適正化ができるように取り組みを進めていきた

いと、このように思っております。 

○議長（実友 勉君） ６番、大久保陽一議員。 

○６番（大久保陽一君） さっき教育長のほうからも小中学校の教職員の有給休暇の

取得の話も出たわけなんですけれども、このたびのお手元にあります資料にもある

んですけれども、有給休暇の取得状況は不明であるいうて、教育委員会から議長名

の資料請求に対して不明であるというまず回答が来ているのは、今の教育長の話に

ありましたことでいえば、本来、学校の先生の有給休暇の取得状況をそれぞれの学

校であれば、校長先生のほうに有休の届けは出すんだろうとは思うんですけれども、

それを教育委員会が把握できないということは、通常だったらあり得ないと思うん

ですよ。それも把握する気になったら、今の教育長の話では把握できるはずです。 

  全国平均を先生方の労働時間を書いて、全国は一日当たり小学校の先生で３時間

30分だとか、中学校の先生やったら３時間49分だとか、こういうふうに書いて宍粟

市の先生の時間外労働が少ないというふうなイメージを与えるような、こういう報

告書を議長に対して出すというのも僕はいかがなもんかというふうに考えるわけな

んです。是非そこら辺のところも答弁いただきたいと思います。 

  それと、学校の先生が教育長がおっしゃられたように、夜遅く仕事をしていたと

きに、管理職のほうから早く帰りなさいよと言われると。そのことも何度も言われ

ているから、どうしてももう一旦帰らなあかん、帰るんだけど、子どもたちにこう

いう授業をしてやりたいと思ったときに、また土曜日、日曜日に学校に来て、学校

をあけて準備しているという先生方もいらっしゃったりとか、先生方も子どもたち

のために一生懸命されているということはようくわかるんですよ。その中で、疲れ

ている、しんどくなっている現実があったときに、そこをどういうふうに改善して

いって、宍粟市のこの将来を担う子どもにとって、また宍粟市で暮らそうとする人

にとって、ここで教育を受けさせたいと思う教育環境であってほしいと思うわけな

んですけれども、学校の先生からは疲れているけれども、しんどいけれども、子ど
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もたちのためにしたいんだと、全ては子どもたちのためという話を聞きます。 

  再度、答弁をお願いします。 

○議長（実友 勉君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） その調査につきましては、先ほど御指摘のあった分は入れ

てなかったので、再度やはりその辺の始業前であるとか、振替日のことにつきまし

ても含めて勤務時間をもう一回調べたいと思います。 

  ただ、この11月に調べたときは、記録簿というパソコンでぱっと正直に出てきた

数だったんで、先生が打ってくれた時間で集計したので、これは少なくしようとか、

そういう意図も何もなくて、出てきたものを正直に出させていただいた。ただ、今

御指摘のあった分については入れていなかったというのは御理解いただきたいと思

います。 

  それから、先生いうのはやっぱり一番の仕事は学習指導であるということであり

まして、そして子どもが健全に、健やかに育つための支援をするというのが１番で

あって、今言われましたように、先生が元気で生き生きと勤めることが大事である

というふうに思うんですけども、やっぱり先生が忙しいというふうに言われている

のは、事務とか、それから学校行事などの授業以外の仕事が大変増えているという

こと。それから、今、御存じのように支援の必要な子が非常に多くて、その子にか

かわる準備であるとか、共通理解を図らなくてはいけないということで、それにか

かる時間も多いと。 

  さらに、今日は定時退勤日やから帰ろうと思っていたら、電話で一本でこんなト

ラブルが起こりましたということで帰れない。担任だけが複数で出かけていくわけ

にいかないので管理職は残りますし、その学年団も残ってその様子、調整もしなく

てはいけないとなると、電話一本でもうその日は定時退勤でも帰れないというよう

なことも実際に起こるのが現場なんで、そういうこともありまして、定時退勤にあ

わせて電話の導入、勤務時間が終わったら電話で対応しようというふうな提案もし

たんですけども、それはもし子どもに何かあったときに、我々知らんぷりはできん

から、そんな電話の導入はちょっと考えさせてくれということで、校長会とも今調

整をしているところもあります。 

  だから、そういうことで電話に録音しておいてもろうたら帰れるという状況をつ

くるろうと思うんですけど、その電話が急を要するときであったらどうするかとい

う現場の心配もありまして、今またそのことについても導入されているところもあ

るんですけども、宍粟としましては今ちょっと調整を校長会ともしているというよ
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うなことです。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） ６番、大久保陽一議員。 

○６番（大久保陽一君） 教育長、今答弁いただいた中で、まずこの報告書の誤解か

どうかはわからないんですけれども、そういうふうに宍粟市内の学校の先生の長時

間労働が少ないんだというふうに見てとれるような報告書の書き方は、これ非常に

問題があるというふうに思います。学校の先生に対してもそうですし、議会に対し

ても、この報告の仕方は非常に問題があるんじゃないかというふうに思います。そ

のことも教育長のほうから答えていただきたいんですけれども。 

  それと、教育長、御存じやと思うんですが、僕が中学校の先生に聞き取りに回ら

せていただいたときに、ノー部活デーのことは先生方もよくおっしゃられていまし

た。守られている、ノー部活デーは僕が聞いた中学校の先生は全員守られていると

言われた。ただし、ノー部活デーのときに部活がないからこそ、そのときに教材研

究だとか、事務的なたまっている仕事をしているんだというふうに答えられていま

す。やはり今教育長がおっしゃられたように、全体的なところをもう少し全部把握

して、その中で子どものために一生懸命している先生だからこそ、先生に疲れが出

ないようにというか、その先生が生き生きしている姿が子どもたちが生き生きして

いる姿に繋がる、全ては子どもたちのため。 

  家庭であったら、やっぱりお父さん、お母さんがゆがみ合うたりしている状況で

なかなか子育ても難しいと。そこにみんな生き生きしている家族の姿があって、子

どもの幸せもあるんだろうし、もちろん企業であったら、従業員の働いている人の

生き生きした姿そのものが会社の反映に繋がる。 

  子どもたちが生き生きとして過ごせるまちは、宍粟市そのものが栄える、そのた

めの調査だったはずなんです。去年の６月議会での私の質問の内容はそこが主眼だ

ったと思うんですけれども、それに対して教育長が調査すると、今日も新たな再調

査を言われたんですが。答弁の中でこの報告書というのがどうしても腑に落ちない

んです。そこを再度この実態と子どもの生き生き育っていく姿と、この報告書の整

合性も含めて答弁を願いたいというふうに思います。 

○議長（実友 勉君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 調査結果につきましては、もう一回精査しましてきちっと

実態を調査もしまして、お答えできるようにしたいと思います。 

  それから、ノー部活デーにつきましても今言っていただきましたけど、本当に守
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っていると思います。大久保議員は他市町のこともいろいろいろんなことで調べら

れますけども、自慢でも何でもないんですけど、本当に他市町よりノー部活動デー

であるとか、定時退勤日については相当守っているという意識を私は持っておりま

す。ノー部活動デーって何、記録簿って何と言われる地域も現実にあります。そう

いう意味では、意識は職員も持ってくれておるんですけど、もっともっと健康で生

き生きと仕事できるような定時退勤と、それからノー部活デーと、それから勤務の

適正化ということについて、さらに踏み込んで現場にも指導していきたいと、この

ように思います。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） ６番、大久保陽一議員。 

○６番（大久保陽一君） 実際学校の先生に聞き取りに回らせていただいたときに、

学校の先生によったら、この４月から土・日を１日も休んだことがないと、全仕事

に行っているとおっしゃられた先生もいらっしゃいました。土・日のことは調査か

ら外れると、全部この部分も実際問題抜け落ちているわけです、今回の調査ではね。

土・日４月から全部出勤しているとおっしゃられた先生も現実にはいらっしゃるし、

土・日の部活の合間にふだんの事務仕事とか課題も含めて夜まで土・日も残ってい

るという先生もいらっしゃいますし、もう少し先生方の労働実態を教育委員会のほ

うで正確に正しく把握していって、先生方が生き生きとして、その先生方の生き生

きした教育が子どもたちのこれからの希望になり、そこは宍粟市の将来の定住促進

に繋がるようにお願いしたいというふうに思います。 

  この件に関しては最後になるんですが、教育長の答弁をお願いします。 

○議長（実友 勉君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 土・日につきましては、最低月２回の子どもの休養日であ

り、先生も休もうというふうにとっております。しかしながら、１日も休まないと

いう先生にこれだけちゃんと休もう言うても仕事があるから言うて出られたら、処

分もできないですし、大人ですから自覚を持ってそういうルールを守っていこうと

思ってもらわんことには、仕事の早い遅いもあったりするかもわかりませんが、そ

ういう先生が実際にいるなら、教えていただいたらまた校長を通じて指導もせんな

らんとは思ったりしますが、それでもそういう実態があるということを大久保議員

が聞かれたということにつきましては、さらに校長会でそういう実態があるという

ことを校長も知ってもろうて、今、宍粟が取り組んでいる勤務の適正化について実

りあるものにしていきたいと、そのことが子どもたちに返っていくんだということ
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で、取り組みを進めたいというふうに考えます。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） ６番、大久保陽一議員。 

○６番（大久保陽一君） 先生方がおっしゃられる中で、これでわろうと思うてたん

ですが、なぜ早く帰れないのか、なぜ土・日も出て行って部活の合間に事務の仕事

をせなあかんのかということを教育委員会のほうにも考えてほしいということをお

っしゃられている先生もいらっしゃるんで、是非学校で先生が残らざるを得ない、

土・日に行かざるを得ない状況というのも再度実態把握していっていただいて、こ

の改善に向かっていっていただきたいというふうに思うわけです。全ては子どもた

ちのため、全ては宍粟市の子どもたちが伸び伸びと育って、心豊かな、最初に教育

長がおっしゃられた中の話にあったとおり、伸び伸びと豊かに育つ子どもであって

ほしいという、それそのものが宍粟市の定住促進に繋がるというところで、是非再

調査をお願いしたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

  それと、ごみの件なんですけれども、先ほどの再質問でもそうだったんですけど、

具体性がないです。再度具体的な答弁をお願いします。 

○議長（実友 勉君） 平瀬市民生活部長。 

○市民生活部長（平瀬忠信君） 先ほど市長のほうからも答弁をさせていただきまし

たけども、各地域でボランティアでやっていただく方に報いるためにもいろんな活

動をといいますか、いろんな取り組みをさせていただきたいなというふうに考えて

おるわけでございますけども、まず、先ほど市長のほうからありましたように、一

部のイベントのほうでございますけども、ごみの持ち帰りを十分やってくださいよ

というような周知をしていただいております。このことにつきましては、市内のイ

ベント全般につきましても、取り組みを波及していきたいなというふうに考えてお

ります。 

  それから、もう１点、公園の関係でございますけども、市内の公園、現在５カ所

ほどにおきまして、ごみ箱を撤去いたしましてごみの持ち帰りを推進をさせていた

だいておりまして、ごみが少し減ってきているというようなことも担当部局のほう

からは聞いております。このことにつきましても、今後市内全域の公園等々につき

ましても、そういう取り組みも波及していきたいなというふうに考えております。 

○議長（実友 勉君） ６番、大久保陽一議員。 

○６番（大久保陽一君） 今、ごみの件で部長からも答弁いただいたんですが、条例

ができて今日まで９年たったわけでなんですけれども、その中で市長もおっしゃら
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れたように、確かに減ってきたとは思うんですが、ボランティアでごみの片づけを

したり、また草刈りボランティアとかを一生懸命されている人らにとったら、ここ

をもっと周知してほしいと、市民に行き届くようにごみのポイ捨てのこの条例があ

ることをもっと周知してほしいという、そこに思いがあって、だからこそボランテ

ィア活動にも励みになったりとかしていくんだと思うんです。再度、今までと同じ

ようなことをしていたことをここで言うだけじゃなしに、事前に通告しているんで

すから、もう少し具体性のある、どういうふうに周知も含めてするのかということ

を答弁いただきたいというふうに思います。 

○議長（実友 勉君） 平瀬市民生活部長。 

○市民生活部長（平瀬忠信君） 条例の周知につきましては、市広報、しーたん放送

等々での用を今後十分やっていきたいなというふうに思っております。 

  それから、今後の市全体の取り組みでございますけども、やはり市民がいろんな

意味で汗をかいていただいておることに報いるためにも、やはり市全体でごみの持

ち帰り運動というようなことにも展開をしていきたいなというふうに考えておりま

す。 

○議長（実友 勉君） ６番、大久保陽一議員。 

○６番（大久保陽一君） 子どもたちが健やかに育てて、この宍粟市で暮らしたい、

この宍粟市で子どもを育てたい、この宍粟市で自分の人生の晩年も迎えたいと思う

まちであってほしいと思って、今回の質問事項を出したわけなんです。是非、宍粟

市が子育て、教育環境にも恵まれ、ここで暮らしたい、また宍粟市で教育を受けさ

せたい、宍粟市で子育てしたいという思いがある人がたくさんできるまちであって

ほしいというふうに願ってやみません。 

  ひとつ今日の再調査も含めて是非実のある、実効性のある形をとっていただきた

い。環境課におかれましては、この条例の周知をさらに行っていただきたいという

ふうに思います。 

  以上です。終わります。 

○議長（実友 勉君） これで、６番、大久保陽一議員の一般質問を終わります。 

  ここで11時まで休憩をいたします。 

     午前１０時４４分休憩 

                                       

     午前１１時００分再開 

○副議長（西本 諭君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 
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  御報告申し上げす。 

  実友議長より葬儀のため早退する旨の届けが提出されておりますので、御報告い

たします。よって、私、副議長の西本が議長の職務を務めてさせていただきます。 

  続いて、今井和夫議員の一般質問を行います。 

  ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） ５番、今井和夫です。どうぞよろしくお願いします。私は、

今回大きく三つのことを質問させていただきたいと思っております。 

  まず、一つ目、移住者の集まる機会をつくってみてはどうでしょうか。それは、

先日の神戸新聞によりますと、2015年から2017年度の３年間の宍粟市への外からの

移住者が54世帯というふうに出ておりました。ですから、それ以前も含めれば、か

なりの世帯・人数が移住してきているのではないでしょうか。外から移住してきた

者同士の情報交換の場があればかなり心強いと思いますし、また、これからさらに

移住者に入ってきてもらうに当たり、その集まりはとても大切になるだろうと思い

ますので、是非ともそういう企画をお願いしたいと思います。 

  次に、二つ目です。千種の拠点づくりの今後の進め方についてお尋ねしたいと思

います。 

  千種の拠点づくり検討委員会はつい先日11回目が持たれました。委員の皆様、関

係の皆様、本当に大変な御努力を今までされてこられました。それで、私がこの一

般質問の通告書を出した時点から、この間の11回目の検討委員会で大きく状況が変

わりましたので、趣旨はもちろん同じなのですけども、少し質問の内容がより具体

的に変わりますけども、質問させていただきたいと思います。 

  まず、先月６月６日に行われました検討委員会では、具体的な大きな方向性が出

され、いよいよたたき台の設計にこれから入るということになりました。そして、

それができるまで、しばらく検討委員会は休憩ということになったわけですが、そ

こでお伺いいたします。 

  まず、そのたたき台の設計、それは大体いつごろできるという見通しを持たれて

いるでしょうか。 

  そして、２点目、ここがポイントなんですけども、それを今後どのように千種の

町民に浸透させ、町民の意見をどのようにして聞いて集約をしていこうとされてい

るのか。 

  そして、最後、最終的に設計の結論をいつごろ出したいとお考えでしょうか。 

  この３点についてお聞きしたいと思います。 
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  私、前にも言いましたけども、この拠点づくりというのは、単に拠点となる建物

をつくるというだけではなく、それをみんなで検討していく、考えていく、その過

程がとても大事だと思っております。それこそがまちづくりだと思っておりますの

で、その過程を本当にとても大事にしていきたいと思います。その点につきまして

具体的にお考えをお聞きしたいと思います。 

  そして、三つ目です。ひと・はたらく課、まち・にぎわき課のこれからの活動の

展望についてお聞きします。 

  この４月より新設されましたこの二つの課は、今からの宍粟市の発展の中心的部

分になると思われます。状況はさまざまに厳しい中で、今後どのように活動を進め

ていかれるのか。わざわざ新しく課をつくられたわけですから、何かその思いであ

り、目標があってのことだと思います。できるだけ具体的に、できれば数値目標な

どを含めて具体的な目標を言っていただきたいなというふうに思います。 

  以上、３点、どうぞよろしくお願いいたします。 

○副議長（西本 諭君） 今井和夫議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、今井議員の御質問、大きく３点いただいておりま

すが、お答え申し上げたいと、このように思います。 

  １点目の移住者の集まる機会をつくってみてはと、こういうことでありますが、

かねてより私自身も何回か参加しておりますが、はりま田舎暮らし交流会というこ

とで、特に西播磨を中心に移住されている方々に年１回ないし２回程度、ここ近年

寄っておりまして、情報交換とか、あるいは宍粟市への移住相談を含めてやってお

ります。その中でお聞きしておりますのは、皆さん方、移住された方がうまくその

地域に溶け込むか、あるいはなじめるのか、あるいは地域がうまく受けとめてくれ

るのかと、こんな不安も多く聞かされておりますし、そういった状況も聞いており

ます。当然そういった情報交換の場というのは今後さらに必要という認識の上に立

ちまして、さらにその御意見等々不安をどう解消してサポートしていくかというこ

とも重要なことと、このように捉えております。 

  そういう観点から、今後例えば御提案のあったことも含めてでありますが、移住

された皆様に呼びかけをして、今年度集いの会なるものを開催していきたいと、こ

のように今考えておりまして、準備を進めておるところであります。 

  しかし、実際には行政主導でどうのこうのではなく、移住者の方々が自主的に、

あるいは主体的に集まっていただくような条件整備も必要と、こう考えております
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ので、そういった観点で今後進めていきたいと。さらに、その集まりが継続的にな

るように、さらに努めていきたいと、このことも大事だと、このように考えており

ます。 

  次に、千種の拠点づくりの今後の進め方につきましては、これまでも検討委員会

も先般で11回ということになるわけでありますが、基本的にはお話のありましたと

おり、住民の皆さんが十分議論して考えていって、将来のまちへ向かっていくと、

こういう過程を大事にしていこうということで、この間11回持たれておると、私は

このように認識しておりますし、委員の皆さんからもなかなか意見が聞いてもらえ

んのやとか、そういう具体的なお話も十分聞いておりますが、徐々に多くの委員の

皆さんが思い思いの意見を出されておると、こんなことを聞いております。 

  そういう中、去る６月６日にはたたき台というのか、そういった状況、先ほどお

話にあったような状況に至ったと、このように承知しております。 

  その具体的な３点につきましては、後ほど担当部長のほうからそのことについて

は答弁させていきたいと思います。 

  ３点目のひと・はたらく課、これからの活動の展望と、こういうことであります

が、このことにつきましては、かねてより今井議員等々からも御質問にありました

ように、可能な限りこれからの人口減少社会に対応するためには、ある意味の包括

的な課として必要ではないかというふうな御提案もいただいておりました。ただ、

全てを包括するというのはなかなか難しいということも組織上ありましたので、今

年度、３月議会等々でも御答弁申し上げたとおり、こういった焦点を持った課をつ

くることによって、より今日的な課題に積極的に取り組みをしていきたいと、こう

いう観点でこのような組織にしたところであります。 

  特に、定住促進、あるいはまさに地域創生の総合戦略のアクションプランをより

具体的に進めるには、このひと・はたらく課、まち・にぎわい課は非常に重要な役

割を担ってくると、このように考えておりまして、地域創生をより加速度的に推進

していきたいと、こういう考えの中でおるところであります。 

  また、展望としては、今日の少子高齢化や人口減少の状況、ここ数年を見まして

もなかなか歯どめがかからない状況でありますし、人口を増やしていくというのは

なかなか現実として非常に厳しい状況だと。しかしながら、減少の傾向を緩やかに

していく、あるいは減少した中でも地域の活力をどう保っていく、このことが私は

非常に重要な課題やと、このように考えておりまして、そういう観点においても宍

粟市はかつて先人が築いてこられた、あるいは脈々と歴史や文化が残っておるこの



－65－ 

状況、例えば豊富な水、あるいは森林資源、こういったものを十分生かしながら、

市民にとって誇れる地域をつくらなくてはならないと、このように考えております。

そういう意味では、地域資源を生かした新たな産業であったり、観光の基盤づくり

をさらに加速させる必要があるんではないかなあと、このように考えております。 

  まさに、未来創造型の事業に積極的に取り組む活動こそ、最も今日的に重要とこ

のように考えておりまして、そういったことについて、この両課がこのことを担っ

ていくと、このように考えております。 

  そのことを通じて市民の皆さんにさらに地域に誇りを持っていただくと同時に、

夢や希望を持つこと、こういうことも大切でありますので、そういう地域での取り

組みも含めて仕組みをつくることも重要であると、このように考えております。 

  具体的な目標ということでありますが、具体的な数値は別にしまして、人材と労

働力の確保、まさに次代を担うという意味でのそういう観点が一つは大事かなと、

このように考えております。もう一つは、交流人口の増大、拡大、これが大きな目

標になると私自身は捉えておりまして、人材あるいは人材育成、あるいはさらに労

働力の確保、こういう観点と交流人口の増大によって地域の活力を保っていこう、

さらに、そのことによって定住にも繋げていこうと、こういう大きな目標を掲げて

おります。 

  さらに具体的な数値については、後ほどまた御質問がありましたら担当部長がま

た答弁をすると思いますが、今日、市内の中小企業の方々もいろいろ工夫をされて

頑張っていらっしゃいますが、さらにその魅力の発信の例えばでありますが、人材

確保の観点で、合同説明会であったり、あるいは都市部へ出かけての移住・定住相

談等々もいろんな角度から検討を加え実践をしていく予定にしておりますので、い

わゆる総合力というんですか、政策の総合力でこの人口減少対策を乗り切らなくて

はならないと、こう考えておりまして、その中心的な役割、実行部隊としてこの両

課が担っていくと、そういう観点で設置をしておりますので、よろしくお願いで申

し上げたいと思います。 

○副議長（西本 諭君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） 私のほうからは、千種の拠点エリアの関係について

のお答えをさせていただきたいと思います。 

  先ほど御質問でもありましたように、過程が大事やということで、これは委員会

でも第１回、第２回あたり、委員の皆さんからも御意見をいただきました。箱物を

どうつくるのかということではなしに、千種地域のまちづくり、地域づくりを今後
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どうしていくのかと、そういうことを中心課題として議論していきましょうという

ことで、この会が始まったところであります。そうことにかなりの時間を費やしま

していろんな御意見をいただいた、そのことを今後我々がどういうふうに具体的に

絵として見せていくことができるのか、これが我々の今後の課題、あるいは私たち

の責任だというふうに考えております。できること、できないこと、そういったこ

ともさび分けをしながら今後お示しをしていきたいなあと、そんなふうに考えてお

ります。 

  具体的に３点の御質問がございました。 

  まず、設計に入ってそのことが見えるのはいつごろかということでございます。 

  大体一宮の拠点のスケジュールと時期的によく似通っておるところでございます。

私どもはこれから設計業者の選考に入るということになりますので、事務的には仕

様書というところも今から作成をする。これは千種の委員会の中でお話が出ていた

部分をどれだけ盛り込めるかというところにかかってくるわけですが、そういった

ことを考えていきながら、仕様書という形で発注をしていきます。発注するには事

業者を決めるプロポーザルを実施をしていくんですが、秋の入り口あたりには決め

ていきたいなあと、そんなふうに思っています。 

  基本設計については、来年の１月から２月あたりを目標に考えていきたいと。た

だ、一宮の例でもありますように、いろいろ御意見をいただきますと、その図面の

修正とか打ち合わせとかというところに時間を要することがございますので、その

あたりについては、数カ月の開きが出てくる可能性もありますが、目標としてはそ

の辺に捉えていきたいなと、そんなふうに思っています。 

  その後、設計に入って平成33年の４月に施設が完成するような目標で進めていき

たいというふうに考えています。 

  どのように市民に伝えていくのか、あるいは集約するのかというような御質問で

ございます。 

  これも今回、委員会の皆さんにはお話をさせていただきましたが、まずは具体的

な絵が見えていかないと、なかなかイメージもしづらいということもございますの

で、そのことをお見せをさせていただいて、いろんな団体の方にもお話を聞く機会

をつくらせていただきますということでお約束をさせていただきました。当然一番

最初にはこの委員会の皆さんにお示しをして御意見をいただくということになろう

かと思いますが、一宮と同様に各種団体の皆さんにもお話をさせていただきたいと

いうふうに思っておりますし、この前出ておりましたけども、千種の部分について
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は、毎回の会議を広報と一緒に千種地域の皆さんにお示しをしております。そのこ

とも含めて考えていけたらなあと、そんなふうに考えております。 

  それから、最終設計の時期というのは、来年の夏ごろというふうに考えておると

ころでございます。その時期が基本設計のところでずれてきますと、またずれてく

るわけですが、目標としては来年の夏ごろに固めていけたらなあと、そんなふうに

思っています。 

  今後、地域の皆さんといろいろ議論を深めながら、その時期について修正がある

場合については、また委員会等で御報告をさせていただきたいと、そんなふうに考

えております。 

○副議長（西本 諭君） ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） どうもありがとうございます。それでは、まず一つ目の質問

からですが、外からの移住者の集まる場ということですが、私の知っている限りで

は、宍粟市としてそういうのをきちっとつくっているというのは、ちょっと私は知

らないんですけども、移住者の中でも個々に集まられているとかっていうようなん

は、いろいろあるようにも思います。 

  今、市長の答弁の中で、集いの会というのをこれからやっていきたいということ

なので、是非ともお願いしたいんです。やっぱり先ほどおっしゃったように、違う

文化であったり、違う人の付き合い方であったりとかというような中で、いろいろ

な不安を抱えて入ってくる場合もやっぱり多いと思いますので、同じ立場の人たち

が集まっていくという場をつくるというのはすごく大事なことやと思いますんで。 

  言われてたように、そんなに再々はいいんです。もう私個人的な思いとしては年

１回で十分です。そこで、要するに顔合わせができたら、今からの時代のことです

から、また気の合う者同士、ラインでやりとりしたりとか、ラインのグループがで

きたりとか、そうやって情報交換はそれぞれしていくと思いますんで、その場をつ

くっていくということが大事だと思います。 

  それと、やっばりその中で行政に対してこういうことをしてほしかったんだ、今

からでもいいからやっぱりこういうことをしてほしいとかという、その意見交換の

場にもやっぱりなると思います。 

  先日、市内に入られた方の話の中で、例えば県のほうの西播磨の方がすごくお世

話してくれて、すごくよかったんだというようなことをその方、言われてたんです

けども、本当に親身になってこっちのほうから聞くまでに向こうからどうですかみ

たいなことをいろいろと聞いてくれたんですみたいな、そういうふうなことを市と
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してもやっぱりいろいろやってほしいとかというようないろんな要望はそれぞれい

ろいろあると思うんで。 

  それと、もう一つは、やっぱり今から外から人を呼んでくるという、それはやっ

ぱり宍粟市にとってすごく大事なことだと思います。そういう場合にとって、やっ

ぱり市内にはそういう組織があるんだと、だから、あなたが入られたときには、や

っぱりこういうところに顔を出されて、いろんな話を聞かれたらいいですよという

ような、そういうふうなこれから入ろうとする方、迷われている方にとっては、後

押しになる、そういうことになると思いますので、是非ともその辺でお願いしたい

と思うんですけども、その辺でちょっともう一度答弁をお願いします。 

○副議長（西本 諭君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 先ほど御答弁申し上げたとおり、はりま田舎暮らし交流会と

いうのは、この佐用、それから遠くて上郡、それから宍粟の方々が中心で、年１回、

多いときで２回程度ここ３、４年やっております。先ほど申し上げたとおり、いろ

んな不安もあります。そういうことを聞きますと、先ほどお話があったとおり、こ

の平成27年から平成29年、新聞にありましたとおり54世帯の124名の方が移住され

ております。そういう意味では宍粟市としての、例えばでありますが、集いの会た

るものを立ち上げたり、あるいは呼びかけする中で、そういった不安や行政の要望

や、それから移住者同士の交流や、そういったことをすることによって、さらに移

住が深まっていくと、広まっていくと、このように考えておりますので、そのこと

については推進をしていきたいと、このように考えています。 

○副議長（西本 諭君） ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） では、どうぞよろしくお願いします。 

  それでは、二つ目のほうですけども、千種の拠点づくりのことですけども、先ほ

どの答弁を聞いておりましてもそうですけども、今までは検討委員さんの中では先

ほどを言われてたように、きちっと順番を踏まれて、それこそ本当に11回も当局の

方も大変だったろうと思いますし、委員の方も大変な中で頑張ってこられたと思う

んです。だから、まさに今からなんです。 

  先ほどの部長のお話でしたら、一応９月ぐらいに簡単な絵が出てくるんだという

ことです。ですから、その絵をこれからいよいよ千種の町民、本来的にはもう宍粟

市全部のことなんですけども、とりあえず千種の町民の人にどれだけ周知していっ

て、どれだけ意見を吸い上げていけるかという、今からがポイントだと思います。

だから、そういう意味で本当に建物をつくるっていうことだけじゃなくて、あの建
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物はつくるときには、いや僕も何か事前の図面を見せてもろうたんやと。ほいで意

見があったら言うてくれよいうて言われたんやみたいな、そういうのが全町民にや

っぱりそういう意識を持てる、そしたら、その中でもやっぱり、ほな、こないした

ほうがええやんかっていうようなことを言われる方も少なからずおられると思いま

す。 

  だから、そういうふうなことをしっかりやっていってもらいたいなあというふう

に思うんです。やっぱり意見出したら聞いてもらえるというか、ああ、意見を聞い

てもらえるんだという、その経験を持つというか、その体験をするすごくいい機会

だと思うんです、これはね。何億もかけて建物を建てる、すごくいいチャンスだと

思いますんで、そういうプロセスを何とかつくっていってもらいたいんです。 

  結果は同じかもしれません。だけど、やっぱりこうやってまちづくりというか、

みんなでつくっていくいうたら、ある意味効率は悪いんですよ。時間はかかるんで

す。だけどそのかけた時間がやっぱり後になってすごく生きてくると思うんで、こ

ういうふうにして意見を聞いてもらえるんだなという、その経験を持つということ

がすごく大事だと思います。 

  一つお願いなんですけども、今部長が言われてました、それこそ今まで11回の検

討委員会の報告を千種の全戸には広報と一緒に配ってもらいました。３日前に検討

委員会が終わったようなときでも、一生懸命当局の方はそれこそほんと徹夜してで

も書いて入れてくれたときもあったと思うんです。それはすごくよかったと思いま

す。せっかくそういうふうにしていただいているんで、今度出る９月の実施設計の

簡単な絵ですね、絵と図面ですね、これも是非とも全戸に配付していただきたいん

です。全戸にやっぱり配付してもらって、それで意見がある人は一月ぐらいの間に

自治会長なり隣保長なり検討委員さんなりに言うてくださいみたいなね、そういう

ことをやってほしいんです。とりあえず全戸にこれを配ってほしいと思うんですけ

ども、そのあたりいかがでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） まず、委員会の意見というのが先ほども申しました

ように、当初から千種の地域をどうしていこうかというところに主眼を置いた議論

になっておりまして、そのことは非常に大切なことだったというふうに思っており

ます。 

  ここまで来て、皆さんの思いというのはやっぱり私としてはキーワードは集うと

いうことに対して、非常に将来の施設も含めて期待をされているんだろうというふ
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うに受けとめさせていただいております。そういう意味では、今度の施設の設計に

入る上では、そのことを集うというところについてをコンセプトに考えていけたら

なと。それは委員会の御意見という形でお示しをさせていただきたいというふうに

思っておりますので、そのことをどういう形で団体の皆さんにもお伝えできるかと

いうことについては、十分今後も検討する必要があるというふうに思っております。  

  さらには、広報を通じて毎月委員会の状況をお知らせをしております。そのこと

についても今後も続けていきたいというふうに考えておりますので、どういう形で

お示しできるかという具体的な部分については、ここで申し上げることはできませ

んけども、できる限り委員会の意見、あるいはこんなことになっているということ

が伝わるような形で進めていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

○副議長（西本 諭君） ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） 今まではそれで十分伝わっているというか、伝える努力はし

ていただけたと思うんです。だから今からに関して、今からは今までの検討委員会

というのは主役じゃなくなるというか、そこで今回たたき台を出していただいたこ

とを今からは全町民に聞いていくという状況になっていくと思うので、その状況も

委員会の報告という形になったら、これからそんなに再々委員会は開かれないと思

いますんで、検討委員会じゃなしに全町民に対してどういうふうなアプローチをし

ていってるのかという、その辺を知らせていくということももちろん大事なんです

けども、とにかく図面ですね、簡単な絵、わかりやすい図面を全戸に配布するとい

う、それはどうですか。 

○副議長（西本 諭君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） 具体的をこれをやりますというところは現段階では

言えませんが、いずれにしても広報を使った形でこれまでお知らせをしてきておる

ことからすると、大きなものをお配りするということはできませんけども、絵とし

てはこんな部分でというイメージをしていただくための状況は考えようかなという

ふうに思います。 

○副議長（西本 諭君） ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） 大きなものは配れないということですけども、それはどうし

てでしょうか。配ろうと思ったら配れるんじゃないかと思うんですけども。 

○副議長（西本 諭君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） これまで広報と一緒にお配りをしたそれぞれの委員
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会の集約状況をお見せしたところと同じようなレベルになろうかというふうに思っ

ておりますので、大きなこんな図面を各戸にお配りするということはなかなか難し

いかもわかりませんが、見える形、そういったことは意識をしていきたいというふ

うに思っております。 

○副議長（西本 諭君） ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） とにかくできるだけわかりやすく、やっぱりそれでもお年寄

りの方も多いので、大きな図面でできるだけ字も大きくという部分の配慮もやっぱ

り必要かと思います。だから、その辺も含めてわかりやすい絵なり図面なりをまず

全戸に配布していただきたいなというふうに思います。 

  それから、あと、言われましたように各種団体の意見を聞いていくということで

す。もちろんそれはやっていただきたいと思うんですけども、特にやっぱりこれか

ら20年、30年、40年使っていく建物なので、お年寄りの方、高齢者の方ももちろん

そうなんですけども、やはり今後使っていくという主体になる若いところですね、

高校生とかという意見もよく出てきます。高校生ももちろんそうですけども、特に

やっぱり消防団のあたりとか、子ども会であるとか、若いところにしっかり意見を

聞いてもらいたいなあというふうに思うんです。 

  これ全戸配布しても、家に配っても若い子はなかなか見ない子が結構おるんで、

できれば同じものを消防団137人、千種はわずか137人です。消防団の人たちにもそ

のわかりやすい図面を一遍配ってやってほしいんです。それで、意見があったら分

団長同士言うてくれよとか、直接自治会長に言うてもろうてもええでとか、いうよ

うな形で言ういって、やっぱり若い子たちにアピールいうか、こちらのほうからア

クションをかけていくということもすごい大事だと思いますんで、そしたら、ああ、

意見を聞いてくれたなっていう、そういうふうなやっぱり体験を持つことはできる

し、実際にいい意見が出てくる可能性だっていっぱいあると思うんで、ちょっとそ

の辺も考えてほしいんですけども、どうでしょう。 

○副議長（西本 諭君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） おっしゃるようにいろんな方々に意見をいただく、

委員会ではこの方向でどうでしょうということをいただきましたので、今後は具体

的に詰める段階でもいろいろ意見をいただきたいというふうに思いますので、議論

か深まる工夫、そういったものを今後検討していきたいというふうに思います。 

○副議長（西本 諭君） ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） 一応趣旨としてはよくわかっていただいたと思いますんで、



－72－ 

とにかく少々時間かかかっても住民にしっかり周知していってもらって、意見を聞

いていくというその時間を十分にとって進めていっていただきたいなあというふう

に思います。 

  本当にせっかくのチャンスなんでみんなで考えてつくったなという、そういう体

験を全町民が持てるような、そういうプロセスの仕方をやっていってほしいと思い

ます。よろしくお願いします。 

  それでは、三つ目です。ひと・はたらく課、まち・にぎわい課のことなんですけ

ども、本当に今からの宍粟市の中心になるところだと思います。ちょっと今の市長

の答弁を聞いていましたら、定住促進というところがすごく意識されてるようなふ

うに思ったんですけども、もちろんそれ人口減に立ち向かう意味で当然大事だと思

うんですけども、ちょっと私的には新たな雇用促進、働く場をつくるという、その

辺も非常に念頭に置いて思っておるんですけども、雇用の場をつくるという、その

あたりについては今後どのような展望を持たれているでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 先ほど十分な答弁になってなかったと思うんですが、農林業

や商工業や観光やそれぞれの振興を含めてさらに重点的に効率よく推進していく、

そういうためにこういう両課をつくったということでありますし、また同時に、空

き家の活用や移住・定住、そういったことも一元化しようということで、この課を

つくったと、こういうことでありますが、当然でありますので、先ほど申し上げた

ように、人材や労働力の確保と同時に働く場の確保というのは非常に大きな課題で

あります。そのためには、今現在地域で頑張っていらっしゃる企業の支援であった

り、あるいはその人たちが市外へ出ないような方策、さらにまた市外から可能な限

り宍粟市へ来ていただいて、働く場の確保、こういったことも当然、ひと・はたら

く課が中心になってやっていこうと。 

  ただ、これまであちこちいろんな観光や農業がうまくリンクしてなかったのを一

つの課で、あるいは両課で連携をしながらやっていこうという、そういう思いであ

りますので、決してそのことを抜きに考えておるわけではないと、このように思っ

ています。 

○副議長（西本 諭君） ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） 産業部のほうの事務分掌の中で、ひと・はたらく課のところ、

本当にたくさん書いてあるんですよ。商工業振興に関すること、商工団体の育成、

地場産業の育成、雇用対策、企業誘致、特産品開発、移動販売、中心市街地活性化、
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それから統計事務一般、空き家対策、定住促進、通勤通学助成、もうなんかすごい

ね、ほんと全部大事なことだし、と思うんですけども、これがひと・はたらく課の

課長も含めて５人ですよね。５人でこれだけのことを、それぞれ一つ一つだけでも

５人でやっても全然十分な、そういうふうなところだと思うんですけども、そうい

う中で、とえりあえず、こんだけいっぱいある中で、まず部としては、部いうか、

このひと・はたらく課としては、どのあたりから攻めていこうかなというふうにお

考えでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 私のほうからお答えいたします。まず、最初に市長のほ

うから答弁ございました今から重点となる目標、戦略となるところというのは、人

材と労働力の確保、また、交流人口の増大、ここが非常に肝になる部分だとお答え

させていただきました。 

  特に、具体的な取り組みにつきましては、本年度から進めておりますところで説

明いたしますと、まず、起業家支援であったり、産業立地、これの推進事業につき

ましては、従前から取り組んでおりますけど、よりこれを充実させて、利用促進を

していきたいと考えております。 

  また、地域人材フル活用プラットホーム構想、これを定めておりまして、本年７

月からは総合相談窓口の事業展開、これは本庁のほうで窓口を開きまして連携して

進めるわけですけど、これの充実をしていきたい。また、地域の就活推進というこ

とで、これも商工会と連携いたしまして、特に都市部に出向きまして宍粟市のＰＲ、

宍粟市への就労、こういったところも推進していきたいと考えております。 

  また、人材確保ということにつきましては、定住促進の基金を本年度設置する目

標でございます。この中で活用についてはまだ具体的には決まっておりませんけれ

ど、そういった基金も活用して人材であったり、就労のほうに結びつけていきたい

と考えております。 

  続いて、交流人口、これも増大するというのは宍粟市の大きな目標でございます。

外貨を稼ぐということがやはり一番大事なことでございますので、その中で交流人

口を増やすということが非常に大きな目標、これは総合的に取り組んでいかないと

いけないと思います。目標としましては、平成32年度に140万人の目標というのが

あるんですけれど、現在100万人を超えたところというところですので、140万人と

いうのは非常に大きな数字ではございますけれど、この目標に向かって進めていき

たいと思います。 
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  具体的な取り組みにつきましては、やはり質の高いおもてなし、これを各施設で

取り組むことが非常に大事だと考えております。個々の力は小さいんですけども、

やはり全ての施設がそういったおもてなしの心を持つことによって接客する、相対

の対応をする、このことによってやはり来ていただいた方に居心地のよい空間を提

供できるものと考えております。 

  また、今進めております日本酒を起爆剤にした発酵関連事業の展開、これも大き

な事業だと考えております。 

  それから、集客でいきますと、音水湖のカヌー事業、こういったものも充実して、

さらに森林セラピーとあわせて事業を推進していきたいと考えております。 

  そのほかいろいろ宍粟市の自然を生かした観光振興といったところが非常に宍粟

市の魅力を発信する大きな起爆剤になりますので、こういったことを充実させて、

目標達成に向けて頑張っていきたいと考えております。 

  以上です。 

○副議長（西本 諭君） ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） ありがとうございます。もちろん今言われていたようなこと

をそれぞれ皆全部頑張っていただきたいというふうに思います。思いますが、やっ

ぱり前も言いましたけど、もう一つ宍粟市の中で仕事をつくっていく、そのやっぱ

り大きな一つの観点として、外にお金を出さないということをやっぱり考えてもら

いたい。それが一番現実的に効果が大きいんじゃないかなというふうに思うんです。  

  産業立地、企業誘致ももちろん大事です。来てもらえたらいいですけども、なか

なか現実難しい部分もあると思います。交流人口、ほんといろいろ努力されてどん

どん増えてきているということも、それはよくわかるんですけども、でも、なかな

かそれだけではやっぱり若い人の仕事に、じゃあ具体的にそれが新たな仕事として

ここで就労できるみたいなところまでいくのは、ほんとなかなか厳しいとこがある

と思うんですね。そういう中で、やっぱり日常の私たちの暮らしのお金の使い方で

すね、そこの中で使っている部分をどれだけやっぱり外に出さないか、それはやっ

ぱり新たな雇用創出という意味で、ここが一番やっぱり大きな狙い目ではないかな

というふうに思うんです。そこは現実的にじゃあ何かっていうたら、とりあえず食

料であったり、林業関係であったりというあたり、それから本来的にはやっぱりエ

ネルギーの部分ですね。灯油とかそういうところに頼っている部分をできるだけバ

イオ関係のほうにしていくとか、いうようなあたりで、そこはやっぱり新しい雇用

を生むという意味では、すごく大きな方向性だと思うんですけども、そのあたりは
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どうでしょう。 

○副議長（西本 諭君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 私のほうからお答えいたします。 

  まず、地域を守る、地域を支える、地域を元気にする、この課題に対して市民が

取り組めること、これは一番身近なことはやはり消費のあり方を考える、それを考

えて実行する、こういったことが非常に大事だと思います。やはり市内で商品を買

って、市内で消費する、こういったことが一番の理想だと思います。 

  このためにはやはり市民意識の醸成であったり、消費の高循環をつくることが非

常に大事なんですけれど、先ほど議員がおっしゃったとおり、エネルギーとかいっ

たところについては、なかなか大きな設備投資の問題であったり、課題もあります

ので、一足飛びにはいきませんが、方向としましてはそういったところも含めて市

内循環を活性化する、こういったところが非常に大事なことだと私は考えておりま

す。 

○副議長（西本 諭君） ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） ほんとそういうことも含めて考えていただきたいと思います。

本当に少ない人数の中で、例えばまち・にぎわい課、交流人口を増やす、観光のほ

う、３人ですよね。３人で本当になかなか大変だろうなあと思うんですけども、そ

ういう少ない中でやっぱりより効果を出していける、そういう方法を考えていただ

きたいなあというふうに思います。 

  そういう中では、繰り返しになりますけども、今私たちが使っているお金をいか

にここでの仕事に繋げていくかという部分ですね。恐らく前にも言いました。食料

に関してもほとんど市外のものを食べていると思います。全市民、トータルとした

らね、そういうふうになると思うんで、そのあたりをできるだけ市内産に変えてい

くという、加工品等も含めて、そこら辺なんかはやっぱり新たな雇用創出という意

味では、一番現実的な効果があるんじゃないかなというふうな気もします。そのあ

たりも含めて今後いろいろ一緒に考えていけたらと思いますんで、頑張ってくださ

い。どうぞよろしくお願いします。 

  以上です。終わります。 

○副議長（西本 諭君） これで、５番、今井和夫議員の一般質問は終わります。 

  続いて、田中孝幸議員の一般質問を行います。 

  ７番、田中孝幸議員。 

○７番（田中孝幸君） ７番、田中孝幸です。許可をいただきましたので、一般質問
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をさせていただきます。 

  今回は、現在基礎調査指定を行っている土砂災害警戒区域（イエローゾーン）及

び土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）について伺います。 

  国は、土砂災害から国民の生命を守るため、土砂災害のおそれのある区域につい

ての危険の周知、警戒避難体制の整備、一定の開発行為の制限、建築物の構造規制、

既存住宅の移転促進等のソフト対策を推進するため、平成13年４月より土砂災害危

険区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律、通称土砂災害防止法が施

行されております。 

  同法第25条には、移転等の勧告があり、都道府県知事は土砂災害特別警戒区域

（レッドゾーン）においては、土砂災害時に著しい損壊が生じる建築物に対する移

転等の勧告をすることができるとされております。 

  そこでお伺いいたします。宍粟市の現在の土砂災害特別警戒区域（レッドゾー

ン）の指定状況はいかがでしょうか、伺います。 

  また、宍粟市の今後の土砂災害警戒区域（イエローゾーン）及び土砂災害特別警

戒区域（レッドゾーン）の指定のための基礎調査、指定予定はいかがでしょうか、

伺います。 

  次に、土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）に指定された場合の宍粟市の支援

について質問します。 

  土砂災害防止法第27条には、資金の確保等として国及び都道府県は勧告に基づく

建築物の移転等が円滑に行われるために必要な資金の確保、融通、またはその斡旋

に努めるものとするとあります。 

  また、兵庫県のホームページにて土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）に指定

された場合、次のような支援が受けられますよとあります。が、ただし書き、米印

にて、「現在当制度を導入していない市町もあります」とコメント記載があります。  

  そこで伺います。宍粟市の現在の土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）に指定

された場合のレッドゾーンから移転する場合の費用支援、レッドゾーンの建築物を

改修する場合の費用支援、その他の支援措置等の支援状況について伺います。 

  また、支援制度がまだ制定されてないのであれば、今後宍粟市における計画予定

をお伺いいたします。導入時期についてもお伺いいたします。 

  次に、急傾斜地崩壊対策事業について質問いたします。 

  県の急傾斜地崩壊対策事業の事業内容、採択要件等を伺います。 

  また、県の急傾斜地崩壊対策事業のほかに急傾斜地崩壊対策に関する類似の事業
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はあるでしょうか、伺います。 

  以上、１回目の質問をさせていただきます。 

○副議長（西本 諭君） 田中孝幸議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、田中議員の御質問にお答え申し上げたい、このよ

うに思います。 

  兵庫県も３年前からいろんな方策を講じられて知事も特に安全・安心、特に丹波

市でああいう状況があって、広島であってということで、急傾斜地対策であったり、

あるいは治山事業にかなり力を入れていただいております。特に、本年度において

も西播磨の管内で治山事業を含めて県の事業、あるいは県の補助を支援いただくに

ついては、宍粟市が一番多い状況であります。これは、とりもなおさず宍粟市は山

林の占める割合が極めて高い状況でありまして、土砂災害の起こりやすい箇所が多

く存在しておると、こういう状況であります。 

  各自治会、あるいは各地域からそれぞれいろいろ要望をいただいておるところで

ありますが、なかなか一気に進んでおらない状況も現実としてあるところでありま

す。また、このたび県によってレッド指定された箇所は、土砂災害の可能性が極め

て高いと、こういう状況も認識しておるところであります。 

  土砂災害から市民の生命あるいは財産を守るために防止対策、あるいは避難の体

制の強化が今後さらに必要であると、このようには認識をしておるところでありま

す。そのような指定箇所につきましては、引き続き兵庫県の急傾斜対策事業、ある

いは治山事業を積極的に要望してまいりたいと、このように思っております。 

  また、採択基準を満たさないために事業化が困難な箇所についても、いろいろ対

策を調査研究する必要があるだろうと、このように考えておりまして、今後、調査

研究をさらに深めていきたいと、このように考えております。 

  そのほかはより具体的な事項でありますので、担当部長より答弁をさせます。 

○副議長（西本 諭君） 花井建設部長。 

○建設部長（花井一郎君） それでは、私の方から、兵庫県における宍粟市の現在の

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）の指定状況について、御説明いたします。 

  宍粟市の指定については平成27年度から基礎調査に一宮町区域で入っております。

一宮町区域につきましては、平成29年度までに351カ所の指定が完了しております。  

  次に、今後の基礎調査の予定でございますが、波賀町区域について、現在入って

おりまして、基礎調査が完了しまして６月末に指定をするという方向で今事務が進
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められております。 

  また、千種町区域におきましても、基礎調査を現在実施中でございますが、指定

については本年の12月末をめどに指定していきたいというふうに聞いております。

山崎町区域についてですけれども、これについては本年度から基礎調査に入りまし

て、一応数も多いということで指定完了は平成32年度の予定となっております。 

  それから、土砂災害特別警戒区域にある住宅や建物への支援制度についてでござ

いますが、宍粟市においては現在創設できておりません。 

  その時期等でございますけれども、一応先ほど言いました平成32年度に宍粟市全

体のレッド指定が完了しますので、それまでには何らかの方向、答えを出していき

たいなということで検討してまいりたいなというふうに思っております。 

  次に、急傾斜地崩壊対策事業についての内容でございますが、降雨や地震などに

伴って発生するがけ崩れ災害に対しまして、崩壊防止施設を設置することによって

人の命、財産というのがありますけども、基本的には命を守るという事業でござい

ます。 

  事業の内容としましては、擁壁工をしたり、法面保護工、また落石防護柵工等を

設置するのが事業の主な内容でございます。 

  採択要件としましては、斜面の傾斜が水平面に対して30度以上、かつ高さが５メ

ートル以上の斜面で、被害を受ける可能性のある人家が５戸以上というのが条件に

なっております。かつその事業に際しましては地元負担金が必要になりますので、

それが確約できておれば、一応要件に合致しますので、急傾斜地崩壊危険区域とし

て指定して事業が進められることになっております。 

  次に、急傾斜地崩壊対策事業以外のものについてでございますが、土木関係につ

いてはございません。ただ、農林関係で３事業関係ということで、先ほどありまし

た治山事業の関係がございます。これにつきましては、保全対象となる人家が５戸

以上の場合につきましては、県が事業主体となって実施されますし、５戸未満の場

合についても、市が事業主体となり山腹崩壊対策事業をするということになってお

ります。ただ、どちらも事業費が200万円以上7,000万円以下という条件がついてお

ります。県が事業主体の場合には、県が全額負担をしてくれるわけでございますが、

保安林指定が条件というような形に聞いております。市が事業主体となる場合につ

いては、地元分担金がかかるというふうに聞いております。 

  以上です。 

○副議長（西本 諭君） ７番、田中孝幸議員。 
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○７番（田中孝幸君） ありがとうございます。それでは、再質問させていただきま

す。 

  まず、今説明ありましたように、土砂災害警戒区域（イエローゾーン）、それか

ら土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）の基礎調査や指定説明が現在予定どおり

進んでいるというふうに考えております。 

  そこでちょっとお伺いするんですけども、土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

及び土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）の指定の説明を行ったときに、市民の

方の反応はいかがでしたでしょうかね、もしわかれば教えていただきたいんです。 

  また、特にレッドゾーンの指定を受けた場合に、受けた市民の方がやっぱりどう

したらええんやとか、途方に暮れて不安を抱えるような質問とかが現場であったで

しょうかね。もしわかる範囲で結構なんで、よろしくお願いいたします。 

○副議長（西本 諭君） 花井建設部長。 

○建設部長（花井一郎君） イエローゾーン、レッドゾーンの指定についてでござい

ますけれども、イエローゾーンについてはもう既に指定されておりまして、前回そ

の中、イエローゾーンの中でレッドゾーンをしているという状況でございます。 

  その指定の段階でちょっと私のほうは参加させてもらってないんですけれども、

現在そのレッドゾーンの指定に当たっては、オープンハウス方式ということで、一

応ある程度指定の範囲が決まりましたら、各自治会等の公民館であったり、場所に

来ていただいて、ある時間そこに県の職員がおりまして、個別に来られた方にそれ

ぞれ説明をされるという形で現在指定手続が進められているということで、その中

でどういうお話が出たかというところまで、ちょっと今のところ私は聞いておりま

せんので、また確認しておきます。 

○副議長（西本 諭君） ７番、田中孝幸議員。 

○７番（田中孝幸君） きちっとした説明をされているとは思うんですけども、でき

ましたら途方に暮れた方もいらっしゃるんじゃないかなと思いますので、その市民

の方にきちっと答えていただきたいなというふうに思います。 

  また、私が思うのに、あなたの住宅はレッドゾーンで、土砂災害のおそれがある

区域で、建設物に損害を生じ、生命、身体に著しい危害のおそれがありますよと言

われただけで、多分そんなことはないと思うんですけども、それだけだったらちょ

っとどうしようかなと思われると思いますので、多分建築物の移転等についてのお

話もされているのかどうか、もしわかればお願いします。 

○副議長（西本 諭君） 花井建設部長。 
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○建設部長（花井一郎君） 先ほど言いましたように、詳しくは聞いておらないんで

すけれども、一応説明会の中では先ほど議員からもありましたような県の移転に関

する支援事業であるとか、または改修にかかる事業の補助についてはある程度説明

されているんではないかなあというふうに思います。 

  実際にどういう数をされているかというところまで、ちょっと私のほうでは把握

してないんですけれども、そういうふうに資料はいただいております。 

○副議長（西本 諭君） ７番、田中孝幸議員。 

○７番（田中孝幸君） やはり住宅移転のときの問題というのは、移転費用の問題で

あるとか、それから移転先の確保であるとか、それから地域の連携とか、土地への

愛着等々が考えられると思うんですけども、特に、移転費用については多額となっ

て、移転先がまた新築ということになると、さらに住宅購入費がかさみます。また、

そのためにも行政の支援がないと、なかなか移転について二の足を踏むと考えます。

早急に支援制度を制定しないと、特に土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）の指

定を受けた市民の方は、考えますに、不安だけが残って、どうすればいいのか、怒

りさえ感じると思うんです。だから、速やかにできるだけ早く、今おっしゃられた

平成32年ですかね、ぐらいには出したいとおっしゃられるんですけども、できるだ

け早く制定をしていただきたいという思うんですけども、いかがでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 花井建設部長。 

○建設部長（花井一郎君） 先ほど言いました支援でございますが、まず今レット指

定に指定された場合でございますけれども、現在ちょっと県のほうにも大体どれぐ

らいの戸数がそこに該当しておるんやということもお聞きしよんですけれども、図

面上でしかわからないんですが、例えば351カ所一宮で指定されておりますが、そ

のうち150戸ぐらいあるん違うかというふうに言われております。ただ、図面上で

の数を数えておりますので、空き家があったりとか、倉庫であったりとかいうこと

で若干違いはあるんですけれども、大体そんなもんではないかなと言われておりま

す。 

  ただ、レッド区域にしていされた場合、当然先ほどありました急傾斜事業も対応

可能でございます。ただ、先ほど言いました５戸という一つの規準がありますので、

まずその先ほど言いました一宮の場合150戸のうちそれに該当するところがどれぐ

らいあるのかなあというふうに思います。それにまず該当しなくて、何ぼか残った

としましても、先ほどありましたような治山事業でそれは１戸でもできるというこ

とで、それがカバーできれば一番いいかなあというふうに思います。それのほうが
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地元の負担も軽くて済むというふうに思います。 

  先ほど支援事業であるとか、改修事業の補助でございますが、これについて研究

はしておりますが、内容的にはそういう移転なり、新築に対する利子補給ぐらいな

内容でございます。それから、改修に当たっても上限が３分の１の100万円だった

と思いますので、例えば2,000万円ほど工事にかかるとなると、100万円は負担して

くれますが、あとの1,900万円は個人で負担しないといけないというような制度で

ございますので、果たしてそれを利用されるかどうかというと、非常に疑問を感じ

ますので、現在他市町のそういうものを導入している状況も調べておりますが、基

本的には、県下41市町のうち10市町が既に導入はされております。ただ、逆に20市

町はもうそんな予定はないというふうに言われております。 

  11市町があと残って、その中に宍粟市も入っているわけでございますが、何とか

少しでもそういうものでも制定する必要があるようでしたらということで、平成32

年までには検討をし、必要があれば制定していきたいなというふうに考えている状

況です。 

○副議長（西本 諭君） ７番、田中孝幸議員。 

○７番（田中孝幸君） そうですね。もう既に制定されている市もあります。調べま

したら、姫路市では、隣の安富町も姫路市ですけども、今年から県が住居がレッド

ゾーンに指定された場合、解体費用や新居の購入費などに最大748万円、この中に

利子も入るわけなんですけども、補助するというふうにしています。支援の内容と

しては、住宅の撤去や跡地整備などに最大 133万円、新居の建設・購入で金融機関

から借り入れた際の利子に最大415万円、それから新居の建設・購入費に最大200万

円というふうに書いてありました。そのような手厚い支援が早急と考えます。 

  特に、今もう梅雨に入りまして、梅雨があければまた台風のシーズンの夏になっ

て、また本当に雨量も多くなります。災害は本当にいつ何どき発生するかわかりま

せんので、先ほど来言ってますように、できるだけ早く支援制度を制定していただ

きたいなというふうに思います。 

  次に、急傾斜地崩壊対策事業についてですけども、県の急傾斜地崩壊対策事業や

今おっしゃられた治山事業であるとか、そういうふうな内容を市民の方の説明会の

ときにお知らせをされていると思うんですけども、いかがでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 花井建設部長。 

○建設部長（花井一郎君） 当然、そういう事業があるということは多分話されてい

ると思うんですけど、それは私も参加してないので、また確認はしておきます。そ
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ういう事業については基本的に要望があった段階で御説明はいたしておりますけれ

ども、今回の場合、レッド指定ということで、不安に思われている方が結構あると

思いますので、当然そういう事業があることについては、お話しされているという

ふうに思っております。 

○副議長（西本 諭君） ７番、田中孝幸議員。 

○７番（田中孝幸君） 本当に対策の方法が何もないというのは、先ほど来言ってま

すように、指定を受けた市民の方は不安だけが残りますので、説明時にしっかりし

た説明、対処方法を示していただきたいなというふうに思います。是非トータル的

に今後早急に制度設計していただいて、説明時には市民目線で納得のいく説明対応

をしていただきたいなと思います。 

  以上で終わります。 

○副議長（西本 諭君） これで、７番、田中孝幸議員の一般質問を終了いたします。 

  午後１時10分まで休憩いたします。 

     午後 ０時０８分休憩 

                                       

     午後 １時１０分再開 

○副議長（西本 諭君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

  続いて、飯田吉則議員の一般質問を行います。 

  11番、飯田吉則議員。 

○１１番（飯田吉則君） 発言の許可をいただきましたので、11番、飯田、質問をさ

せていただきます。大きく３点になります。 

  まず、病児・病後児保育への取り組みの進捗状況について、お伺いいたします。 

  昨年６月の一般質問におきまして、子育て世代が必要とする病児・病後児保育へ

の取り組みについてお伺いいたしました。その際、市長からは、子育て支援の重要

な事業と捉え、国県の補助メニュー、近隣市町の実施状況を参考にしながら、庁内

関係所管の横断的な体制により調査を行っていると。早急に具体化を進めたいとの

回答をいただいておりました。今、現状の進捗状況をお伺いしたいと思います。 

  続きまして、可燃ごみ週２回回収の実証についてということでございます。 

  平成30年５月９日付の連合自治会役員会説明資料では、さらにごみの減量化の取

り組みを推進する必要があるとした上で、ごみの排出量の抑制を図りながら、若者

が住みやすいまちをつくるために、子育て世代から要望がある可燃ごみの週２回収

集についてモデル地区を選定し実証すると説明はされております。 
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  そこで、次の点についてお伺いいたします。 

  まず、子育て世代からの要望について、その状況などの把握を行った上での実証

について、計画を立てておられるのか。 

  次に、旧４町に１モデル地区を選定するとしておられますけれども、その選定理

由と、実証のためには一般住民と子育て世代とのごみをどのように見分けるという

のか、選別するのか。どういうふうにお考えなのか。 

  ３つ目には、デメリットに挙げておられます収集経費の増、収集ステーションの

地元管理の負担増に対してどのように捉えておいでになるのかという部分について

お伺いいたします。 

  三つ目ですけれども、宍粟市版若者会議についてお伺いいたします。 

  宍粟市人材確保・定住促進基金の運用についての（案）の中に、前々から提案も

させていただいております「若者会議」について触れられておられます。市長はそ

の位置づけについて、どのように考えておられるのか伺いたいと思います。 

  以上で１回目の質問を終わります。 

○副議長（西本 諭君） 飯田吉則議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、飯田議員の御質問、３点ありますが、可燃ごみに

つきましては、より具体のことも含めてでありますから担当部長に後ほど答弁させ

たいと思います。 

  まず１点目の病児・病後児保育への取り組み、その進捗状況、こういうことであ

りますが、お話があったとおり、昨年の一般質問の際にもお答えさせていただいて

おりますが、宍粟市におきましては、病児・病後児保育事業は子育て支援の重要な

施策と捉え、第１次宍粟市子ども・子育て支援事業計画において、平成31年度開設

を目指すこととして計画に計上しておるところであります。 

  これまで、事業の実施形態や国県の補助メニュー、さらにまた、既に実施されて

いる近隣市町の状況等について調査を行いながら、事業実施に向けて庁内の関係部

局の横断的な体制により調査・研究を行ってまいりました。 

  現在は開設場所、さらに実施主体等の協議を進めているところでありまして、よ

り具体的な計画がまとまりましたら、年度内の補正対応等も視野に入れ、平成31年

度の開設に向けて準備を進めてまいりたいと、このように考えておりますので、現

段階ではそういう状況であります。 

  続いて、宍粟市版若者会議のことでありますが、先ほどお話があったとおり、宍
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粟市人材確保定住促進基金、これにつきましても去る３月議会で制定をしていただ

きまして、その中身にああいう状況をお話があったとおり、しております。 

  そのことを受けまして、私自身年度当初より、各地域、さらにまた各団体にそれ

ぞれお邪魔をして、いろいろ意見交換をさせていただきました。特に若い人たちの

間にもお邪魔をする中でお話を聞いておるところであります。もちろん消防団の皆

さんも含めてでありますが、それぞれ若い人たちからはいろんな思い、何とか宍粟

市をよくしたい、こんなことをやってみたいという思いをたくさん持っていらっし

ゃいまして、そういうことをお聞かせをいただきました。しかしながら、どうやっ

たらそれが実現するのか、あるいはどうすればいいのかという答えがなかなかすぐ

には出せない状況でもありますし、御意見をいただいた若い人たちも、じゃあどう

すればいいのかということにはなかなか至らないと、こんな現状をつぶさに見てき

たところであります。 

  これから宍粟市の将来を見据えて10年先、あるいはもっと20年先にということに

なるかわかりませんが、その担っていただく若い人たちの意見をいかに吸いあげて、

どのように市政に反映させるか、もう一つは、これで御意見いただいたように、若

い人たちがまちをつくるという意識を持っていただくこと、そのことの重要性、こ

ういう意味では、今回若者会議、仮称でありますが、最終的には若者会議になるか

もわかりませんが、大変重要ということであります。私としては形式にはとらわれ

ない自由な発想のもと、若い人と一緒になってつくっていくという仕組みそのもの

がいわゆる若者会議と、このように考えておりまして、皆さんの意見がそこで集約

されて市政に、あるいは施策になるようなこうなればいいなあと、こんなふうに現

段階では考えておりまして、そういう位置づけで、あるいは役割を持って今後早急

にこの会議を立ち上げていきたいと、今準備を進めておるところでありますので、

よろしくお願い申し上げたいと思います。 

○副議長（西本 諭君） 平瀬市民生活部長。 

○市民生活部長（平瀬忠信君） 私のほうからは、可燃ごみ週２回収集の実証につき

ましての御質問にお答えをさせていただきます。 

  まず、子育て世代からの要望につきまして、状況などの把握を行った上で実証に

ついて計画しているのかという御質問でございますが、タウンミーテング等を通じ

てまして、可燃ごみの週２回収集について子育て世代から意見や要望をいただいた

ことから、その状況把握をするため職員が子育て支援センターへ出向き、子育て中

の会員から日常のごみ出しの実態や意見をお聞きした上で、実証について決定をさ
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せていただいたところでございます。 

  今回、過去のごみ排出量の実績から、ごみが多く発生いたします７月から９月ま

での期間に限定して実施をさせていただくものでございます。 

  次に、旧４町に１モデル地区を選定するとしているが、その選定理由、それから

一般住民と子育て世代とのごみをどのように見分けるのかにつきましては、モデル

地区の選定につきましては、子育て世代が多いエリアと人口が密集しておりますエ

リアを旧４町からそれぞれ選定をさせていただいております。 

  また、現実としては一般住民と子育て世代のごみを明確に分けることは難しいと

ころでございますが、ごみの排出量の把握や、市民アンケートに加えまして、子育

て支援センターの会員からの意見の聞き取りなどによりまして、可能な限り子育て

世代の意見を集約し、検証へと繋げていきたいと考えております。 

  次に、デメリットに掲げております収集経費の増、収集ステーションの地元管理

の負担増に対してどのように捉えているのかの御質問でございますが、収集経費の

増加は避けては通れないことでございますが、経費削減の方策を検討する必要があ

ると考えております。 

  また、収集回数が増えることで、ステーション管理の地元負担が増えるというこ

とも想定されますが、一方では、市民の利便性の向上も図られますので、地元の皆

様に御協力をお願いしたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○副議長（西本 諭君） 11番、飯田吉則議員。 

○１１番（飯田吉則君） それでは、再質問をさせていただきます。 

  まず、病児・病後児保育についてですけれども、昨年、平成29年７月19日に昨年

度の第１回の子ども・子育て会議が開かれております。その中で、委員からも私お

伺いしたような御意見が出ております。その中で事務局としては、また市長がおっ

しゃったように関係部署で協議しているけれども、具体的に話ができる段階には至

っていないと。計画では平成31年になっており、それに向けて検討しておるという

ことでございました。 

  また、本年度、平成30年３月12日に２回目が開催されております。その協議中の

内容について話せないかという御質問ございまして、これもまた同じように候補地

を絞って協議をしておると、早期に実現すると、調整を続けていくという御回答が

ございました。 

  近隣市町の状況を見ましても、県内を見ましても、もう既に残されておる市とし
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ましては、淡路が３市、近隣では赤穂とか、篠山とか、それぐらいになっておると

思うんです。あと宍粟市ですね。その状況を見ましても、かなり遅れておる状況に

あると思うんです。先ほど市長おっしゃいましたように、協議が調い次第、補正を

組んででも進めたいというようなお考えであったと思うんですけれども、その協議、

どの部分が問題になっておるのか。その部分がもしお聞かせ願えれば聞かせていた

だきたいと思うんですけど、いかがでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） 先ほどの今どのような状況であるかという御質問で

ございますが、これまでたびたび答弁をさせていただいておりますとおり、この病

児・病後児保育につきましては、運営形態がいろいろございます。医療機関の併設

型、あるいは保育所等の併設型であったり児童施設であったり、また、民間の診療

所での開設ということも考えられますが、その中をこれまで協議した中で絞り込ん

できておるところでございます。 

  最終的に、今課題となっておりますのは、スタッフの確保が直営で可能かなとい

うようなところが大きな課題となっております。といいますのは、この病児・病後

児保育にかかわらず、ほかの医療施設であったり、介護施設であったり、また保育

施設であったり、そういうようなところで保育士、看護師の確保が非常に困難な状

況となっております。そういう中で、新たにこの病児・病後児保育施設を市が直営

で開設した場合に、スタッフの確保ができるのかなというようなところが今大きな

課題となっております。 

  それらを踏まえまして、近隣市町の状況等も視察する中で、一定そういう事業者

の方に委託をするほうがいいのかなというような議論もしておるところでございま

す。そのあたりを今整理をしまして、宍粟市が今一番やりやすい、そして運営しや

すい形態というようなところ絞り込んでおるところでございます。もう少ししまし

たら先が見えてきます。その段階でまた所管の委員会等でも御報告を申し上げたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○副議長（西本 諭君） 11番、飯田吉則議員。 

○１１番（飯田吉則君） おっしゃるとおり、そういう人材確保について、かなりい

ろんな面で困難を極めておるということは私も理解しておるつもりです。そんな中

で、前々から近年開設されました宍粟総合病院の保育施設、そこでその部分を担え

ないのかという同僚議員、いろんな方からの声もあったと思います。また委員会の

中でもそういうことがあったと思うんですけども、それについては明確にどうとい
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うことはなかったと思うんですけども、やはりこの部分につきましても、民間事業

者の方が担っておるという状況でありますので、その辺恐らく対象にはなっておる

んだろうと思うんですけれども、その辺の考え方はいかがなものなんでしょうか、

お伺いします。 

○副議長（西本 諭君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） 今議員のおっしゃっていただきました総合病院の隣

接したところで民間事業者のほうに委託をしております院内保育所の事業者でのと

いうお話だと思うんですが、これも一つの選択肢として今検討しておるところでご

ざいます。近隣のまちで同じような形態で運営されておるところも先日視察をして

おるんですが、非常にそういう事業者に委託するということになると、スタッフの

面も安心できるのかなという思いではおりますが、今の段階ではまだ検討段階とい

うことで御理解いただきたいと思います。 

○副議長（西本 諭君） 11番、飯田吉則議員。 

○１１番（飯田吉則君） 恐らくそういうことであろうと思っておりましたけれども、

近隣市町の部分を見ましても、やはり医療機関が担っておるという部分が結構ある

と思うんで、その辺のところの検討は何とか早急にお願いしたいというふうに思い

ます。 

  とりわけ、子育て世代の応援とか、男女共同参画の推進など、これ市長も前面に

掲げておられる施策でございます。それにつきましてもやはりこの医療機関が少な

い、また北部にとりましては医療機関までが遠いという状況でもございます。本当

に子どもがちょっとしたことになっても、一日がかりと、子どもも学校を本当に休

んでしまわなければならないというようなこともございます。そういうことも含め

ながら、やはり病児・病後児の対応というのは必要になってくると思うんで、早急

に本当にもう急いでお願いしたいなと。議会のほうとしましてもいろいろとせかし

ている以上、そういうことを出していただくと早急に審議していい結果が出るよう

にもっていかなければならないというふうにも考えておりますので、どうか早くそ

の辺のところの結果を表に公表していただけるように努力していただきたいと思い

ます。その辺いかがでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） ただいまの状況については担当部長が申し上げたところであ

りまして、私としては今最終段階に入っておるということでありますので、できる

だけ早く議会のほうにもお示しして御意見をいただきながら、平成31年に向かって
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いきたいと、このように考えておりますのでよろしくお願いします。 

○副議長（西本 諭君） 11番、飯田吉則議員。 

○１１番（飯田吉則君） その点よろしくお願いします。 

  続きまして、可燃ごみの週２回回収についてでございます。 

  御承知のように、先ほど部長のほうからありました収集経費について、抑えるこ

とを考えていかなくてはならないということもございましたけれども、実質週１回

して、ずっと３年に１回入札を行いながら来ておるわけですけども、それは恐らく

ずっと上がり続けてきていると思うんですよね。人件費なりいろんなことはあろう

と思うんですけれども、経費を節減するということはなかなか難しい状況の中でご

ざいます。 

  それに加えて週２回をやろうとすると、かなり経費がかさむ。はっきり言って２

回になると倍になりますわね。現在今回の平成30年度から始まりました契約では、

一般ごみ収集について約３億2,800万円程度になっておると思うんです。これが２

回になってごみの量が増える減るは別にして、２回になると倍になると、単純計算

で言えばですね、なるということです。だから、この経費を本当にもってしてまで

する事業なのかどうか。 

  はっきり言って、この子育て世代応援、本当に大切なことなんです。子育て世代

のみならず、家庭で介護をされておる方、この方たちも紙おむつ、こういうことに

ついてはかなり苦労されておると思います。それについて２回収集という選択肢し

かなかったのかと。要は、何とかそれを応援したい、手助けしたいという思いの中

で行うことは、この週２回の収集しか考えつかなかったのかということについてお

伺いしたいと思います。 

○副議長（西本 諭君） 平瀬市民生活部長。 

○市民生活部長（平瀬忠信君） 収集２回ということについてでございますけども、

部内のほうにおきまして、方法的には自治会の中に１カ所だけ紙おむつ専用ステー

ションの設置、それからごみ袋の無料配布、それから紙おむつ専用袋を作成しては

どうかというようなことも検討させていただきました。その中でステーションの設

置場所の確保でありますとか、紙おむつだけを入れたごみ袋の収集につきましては、

現在にしはりま環境事務組合とも十分な協議が必要となるということがございます

が、原則的に紙おむつだけの搬入は考えていないという回答をにしはりまのほうか

らもらっておりますので、いずれのほうも実施は難しい状況であると考えまして、

いろんな子育て支援センターの会員の方からの意見交換の中で、いろいろと聞く中
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で、現行の可燃ごみの収集方法で週２回収集するというようなことでの実証を考え

させていただきました。 

○副議長（西本 諭君） 11番、飯田吉則議員。 

○１１番（飯田吉則君） 現状週１回という形での収集になっております。そして、

ごみの減量化ということをずっと叫んでこられまして、ずっと前の方からの努力の

かいがあっての今の現状やと思うんですけれども、一般住民の方もやむなしという

形での今の受け入れということでやっております。 

  しかし、２回やりますよとなってしまうと、これ人間、誰しも１回してもらえる

より２回していただくほうがありがたい、これは当然だと思うんです。そうなると、

今までやってきた苦労は何だったのかそういうことにもなりかねませんので、でき

るだけもっとほかの方法はないのか。実証実験でいよいよ何をもって２回を続けて

いくのか。いや待てよ、２回は無理だと、その判断をどういう形でしていくのか、

これ大変難しいと思うんですね。その辺の考え方はどういうふうに持っておられる

のか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○副議長（西本 諭君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） この２回については、３月議会にいろいろ御提案申し上げた

り、あるいは市政の中でも申し上げたとおり、基本的には子育ての皆さんの応援と

一方で、今おっしゃったように、いろいろ聞きますと、高齢者の皆さんの問題も出

てくる。特にやっぱりアパート等々ではごみを置く場がないと、こういう状況もつ

ぶさに聞きましたし、タウンミーティングあるいは子育てセンターの皆さんからも

お聞きしました。可能な限りそういった方々の御意見をお聞きする中で、また議会

からも御意見をお伺いした中で、一度こういった形もやってみようと。実証する中

で当然アンケートをとったり、実際にする中で、聞いたりする中で、本当に２回が

いいのかどうか、これも含めて実証でありますので、まずやってみた段階で今後の

方向を探っていきたいと、このように考えております。 

  そういう中で、先般私も波賀のこの一定の地域と城下の一定の地域の方々とお話

しする機会がありました。多くの方が、特に若いお母さん方からはある意味２回や

っていただいたことについては、よく取り組んでもらったと。ただ、ごみの減量化

については、かねがね言ってますので、そのことについては十分我々も注意せない

かんと、そのことはやっぱりせないかんという意見も聞いております。したがって、

これからごみの減量と同時に、この週２回、このバランスをどうとっていって、さ

らにまたか経費をどうやって抑えていくかということが、これは私は大きな課題だ
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と、こう思っておりますが、まずはこの３カ月間やってみる中で、またその状況も

つぶさに議会にも報告する中で、ともどもいい方向を考えられたらなあと、こう思

っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○副議長（西本 諭君） 11番、飯田吉則議員。 

○１１番（飯田吉則君） 私自身が２回というよりも、子育て世代を応援するという

こと自体に反対はしません。どうでもそれはしなければならないことでもあります。

けれども、やはり現状の経費の面であるとか、そういう面につきましてはやはり考

慮する面が多々あるというふうには感じます。その中でそれ以外の方法、先ほど部

長のほうからありましたけども、その検討されたことをその段階で終わらずに、検

証実験をやるにしても、それに並行してできないかということについては、もっと

追求していく必要があると思うんですよ。確かにアパートでありますとか、マンシ

ョンでありますとか、庭もない、そういうところではなかなか置き場所もないと言

いましても、おむつというものでありますから、そうそう部屋の中に置いておくと

いうわけにもいかないという状況の中で、やはりそういう部分についての何か方法

がないのかという部分については、やっぱり研究していかなあかんと。なんと宍粟

ではこういうことをやっておるらしいというぐらい、よそのモデルになるぐらいの

ことを部長、ちょっと考えて、提案できるというふうに頑張っていただきたいと思

うんですけど、その辺いかがでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 平瀬市民生活部長。 

○市民生活部長（平瀬忠信君） ただいま飯田議員のおっしゃるとおりではないかな

と思います。経費につきましても、今、全体の収集の回数であるとか、その辺のと

ころも一定少し減らしていただきたい部分もあるのかなというようなことも考えて

おりますし、それとはなしに、今後子育て世代を支援するという、この両極端とい

いますか、反比例する部分もございますので、その辺も十分監視しながら、ごみの

減量化にも努める、経費の節減にも努めるということを考えていきたいと思います。  

○副議長（西本 諭君） 11番、飯田吉則議員。 

○１１番（飯田吉則君） 環境課の中では、生ごみの減量化ということで、畑に設置

するコンポ、こういうことについての補助金とかも出されております。そういうこ

ともありますので、できればそういうふうな発想がどこかにあるんじゃないかなと、

ふつういろんな御家庭でそのものを保管しておくのに、においがしない何かそうい

うものが恐らく研究すればそういうものはどっかから出てくる、みつかる、そうい

うふうには思うんですけども、私もどっかでそういうところがないか、研究してみ
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たいと思うんですけれども、できればそういう形で、それが皆さんに受け入れてい

ただければ、そんな回数を倍にしなくても、何か１週間それを保管しておいていた

だける、においもしないというものが考えられれば、それを補助していくという方

法もあるんじゃないかと思うんですけども、その辺ちょっと一遍研究してみようと

いうお気持ちはありませんか。 

○副議長（西本 諭君） 平瀬市民生活部長。 

○市民生活部長（平瀬忠信君） 生ごみ処理機の関係につきましては、現在も要綱の

もとに助成はさせていただいております。比較的ちょっと件数は多くはないんです

けども、年々何件かの助成はさせていただいております。 

  あわせて、ただいま飯田議員の言われておりました取り組みにかかる研究といい

ますか、調査というものは少し必要じゃないかなと思っておりますので、今後、調

査をさせていただきたいなというふうに思っております。 

○副議長（西本 諭君） 11番、飯田吉則議員。 

○１１番（飯田吉則君） 私も言った以上、ちょっと研究はさせていただきますけれ

ども、生活部のほうとしましても、研究については委員会のほうでこういうことで

あるという報告はしていただきたいと思いますけど、よろしくお願いします。よろ

しいでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 平瀬市民生活部長。 

○市民生活部長（平瀬忠信君） はい、委員会のほうに報告はさせていただきたいと

思います。 

○副議長（西本 諭君） 11番、飯田吉則議員。 

○１１番（飯田吉則君） その点、お願いします。 

  続きまして、若者会議についてお伺いいたします。 

  先ほど市長がおっしゃいましたように、いろんなところへお出かけになって、い

ろんな方とお話しになる、消防団員であり、子育て世代であり、そういう場面をよ

く市長の口からもお聞きするわけです。しかし、私たちの耳に、これ市長に言った

という問題やなくて、行政であるとか、自治会であるとか、いろんなところに意見

を言ってくれと言われて言うんだけども、それがどういう形で実現できたという実

感がないという声をよく聞くんですね。それはなぜかというと、これがあなたの声

を反映したものですよと、恐らくそういうことはなかなか出てこないというのもあ

るんでしょうけれども、なかなか実感がないのは、私たちが昔、普通の市民の立場

でおったときも実際そういう感覚がございました。そういう中で、我々が視察に行
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かせていただきました新城市での若者会議の取り組みについて、いろいろとお話を

伺う中で、こういうやり方もあるんだということを市長のほうにも提案させていた

だきました。 

  まず、若い人の声を聞くという段階ではなく、それをもう一段通り越していかな

いと、はっきり言ってその部分にたどり着けないんではないかと。今回、委員会の

中でなかなか当局のほうから出向いて行って、役所の人間が並んだ中でお話を聞き

たいと言ってもなかなか声が出てこない、そんな中で今回地域おこし協力隊の２名

の女性にお願いしてコーディネーター的な役割を果たしていただいて、みんなの自

由な意見を引き出したいというお話をお聞きしました。確かにいいことだと思うん

です。 

  せんだって、千種の検討委員会に傍聴に行かせていただきました。確かに卓を囲

んでおられるのは、部長と市民局長と、あとは委員の皆さんなんですけれども、横

にずらっと10人ほど役所の方が並んでおると。そんな中での意見交換というのはな

かなか物が言いにくいもんであろうと思います。そんな中で、委員会の中でもおっ

しゃっています、我々が並んだ中で意見くださいと言ってもなかなか出てこないと

いう、本当にそうだと思うんです。そういう自由闊達な意見が出たものをお聞きし

た。さて、それをどうするのかという、ここからが大事なんですね。さっき市長が

おっしゃってましたように。だから、今回提案しておりましたのは、それをその人

たちに、自分たちがどうしたらそれができるんか、実現できるかという部分までも

っていくと。はっきり言ったら、そんなところへ参加したら、えらい目に遭うだけ

やと。確かにそうかもしれません。でも、そういうところをあえてお願いしていく、

やってみていただく、そのことによって何かが生まれてくる、これ当然そうなるん

だろうと思います。 

  新城市におきましては、そういう形で高校生からあそこでは29歳、30歳の手前ま

での方が参加されておるわけなんですけども、その方たちに事業提案をいただいて、

それを市長なり当局が査定して、これでいきましょうと。その場合はその予算内で

自分たちでその事業をやってみなさいということになるわけですね。そういった中

で、そうなると、かなえてくれるんじゃなくて、予算をつけてもらって自分たちが

やると。そのことによって喜び、何かを自分たちがやったと、未来に向かってこう

いうことをやったんだという喜びが湧いてくると、それがまた輪となって広がって

いくという、そういう形のもの、できたらそういうふうにしていただきたい、そう

思うんですけども、市長、どうでしょうか。 
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○副議長（西本 諭君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 今おっしゃったことは、非常に重要なことでありますので、

そういったことに繋がるように若者会議をもって今度の基金を造成して、可能な限

り財源も確保しながらやっていきたいと。その取っかかりをつくっていきたいと、

このように考えています。 

  それから、前半におっしゃった当然議員の皆さんもそうでありますし、私も市民

から負託受けて市民の皆さんと意見を十分交換しながら、政策や、あるいはいろん

なことを実行していかないかん。こういう役割があると思っています。したがって、

私が冒頭申し上げたのは、いろんなところへ行って若い人たちのいろんな意見を聞

いて、可能な限り私としては政策的にできるものはやっていきたいと、また議会の

皆さんと意見交換していきたいと、こういう立場で私はおるつもりであります。 

  ただ、一部始終、全部一人一人に返せるかというとなかなかそうでもないと思い

ますし、きっと議員の皆さんもそうだろうと思っています。したがって、実行して、

いわゆる現実に施策として起こったものは皆さん方が判断してもらうと、私はこれ

が一つのあれかなと思っております。 

  しかし、これからの将来に向かって若い人たちがまちに誇りを持っていただいた

り、私たちがまちをつくるという意識、これに繋げていくためには、先ほどおっし

ゃったことは非常に重要なことであります。ただ、残念ながら宍粟の歴史を見てお

りますと、なかなかそういう経緯経過に至ってなかったと。それには一定成熟する

期間があるだろうと、こう思っておりますので、私は今回のそういう人材育成の基

金をうまく活用して、少しでも皆さんがおっしゃった、若い人たちがおっしゃった

ことで実現したとしたら、それが喜びになり誇りになり、また市政に興味関心を持

ってくる。こういうことに繋がってくると思ってますので、その方向だけは間違わ

ないように、段階を追って進めていきたいと、このこと重要とこのように考えてい

ます。 

○副議長（西本 諭君） 11番、飯田吉則議員。 

○１１番（飯田吉則君） 今市長おっしゃいましたように、段階を追ってという形で

ございます。そら、よそのまちがやっておるから、一気にそれに切り替えるという、

これなかなか難しい。自分たちのほうではそのつもりであっても、若い人たちには

その受入体制ができてないという部分もあろうかと思いますのでやはり段階を踏ん

でいくことは大切やと思うんですけども、徐々にそういうことを皆さんにもお知ら

せしつつ、その方向に向かっていくということも大事やと思うんで、その辺のとこ



－94－ 

ろは、やはり順を追って皆さんにも説明して理解していっていただくと、最終的に

はあなたたちが何かをつくるという状況までもっていきたいんだということは、で

きれば代がずっと変わっていくと思うんですけども、若い人たちもその辺のところ

をできる、集う、そういう場をずっと順次、念を押して繰り返していくというもの

を何とかそういう若者会議的なものをつくっていただきたい、究極はですね、最終

的にはそういう形でその会議の中から施策提案をして、それに予算をつけていただ

いて、何かをなし遂げるという形が一番理想だと思うんですけども、それにたどり

着くには、新城も１年目からそんなことにたどり着いたわけでもないと思うんで、

それに向かって行ける人材育成というのは一番大切やと思うんで、その辺のところ

を努力して、お互いにやっていかなあかんのかなあというふうに考えます。 

  そんな中で、昨年、新城では、その会議が始まったときから参加した方が、市会

議員になられたというお話も聞いています。要は、そういうことを経ることによっ

て、まちに自分は議員として貢献していこうということが芽生えてくると。本当に

若い人はこの議員になるというのはなかなかないと思うんです。若い若い言われた

私どもでももう67歳になっています。もう若い人はおられるんですけどね。そんな

中で本当にまちのことを考えて、この場に出てこようという方を育てていくという

のも、我々も必要ですし、当局もやはり必要なことではないかと思いますんで、そ

の辺のところをちょっと市長、意気込みをお願いします。 

○副議長（西本 諭君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） おっしゃるとおりでありまして、全国的に見ますと、なかな

か議員さんもそうでありますし、トップの首長もそうでありますが、特に中山間地

に行くほど非常に厳しい状況やと、これはもう御承知のとおりだと思います。そう

いうときだからこそ、おっしゃったように、若い人たちも含めて市民の皆さんが市

政に関心を持っていただいて、おらがまちをどうしていくんやという、そのために

は段階を追って、あるいは小さい間からそういったことにもいろんなそれぞれのラ

イフサイクルにおいて興味関心を持ってもらう、こういうことが将来のまちへ繋が

っていくと、このように思っておりますので一気にはなかなかいかないんですが、

私自身はそのことは常々思っておりますので、一緒になって若い人たちの育成や将

来に向かってのまちへ、次代にも繋ぐという観点で是非頑張っていきたいと、この

ように思っています。 

○副議長（西本 諭君） 11番、飯田吉則議員。 

○１１番（飯田吉則君） 今市長からそういうことをこれから目指していきたいとい
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う御返事をいただきましたので、大変いいことではないかなと思います。 

  何せ、若い人たちのこういう答えが返ってくるときに、本当に自分らが言っても

何もしてくれへんと、ともかくそういう声を聞くことが多いんですよ。だから、そ

ういう面でそういうものをなし遂げるということの大変さ、実際そういうことも若

い人たち、一般の市民の方にもわかってもらうと。議員は何もしよれへんやないか

と、我々叱られるんですよね、よく。おまえら何をしとんやと言われるんです。一

生懸命やっとるつもりでも、なかなかそれが理解していただけないとこって結構あ

るんです。そういう面では、やはりそういう人たちにも議員でなくても、そういう

何かなし遂げるためには、どういうことをせなあかんのかということについて理解

をしていただく、そういう場面でもあろうかと思うんですね。本当に、じゃあ自分

は何をやっとるかということもなかなか表現できないんですけれども、本当にそう

いう意味で市民も議員も、それから当局も、みんなが本当にまちのことを思うんで

あれば、そういう面でみんなで考えるということを意識づけるということは大切な

ことなんで、その辺のところをやはり若者会議というその部分から広めていくとい

う、そういうことに対して本当に今市長はよく思っておられるんで、本当にこれを

形として、段階を追うと言いましても、今の北朝鮮とアメリカの核放棄の段階を追

うというものではありませんけれども、本当に終着点はもうここなんだということ

を見据えた上で、できるだけ急いで段階を踏んでいただきたい。そう思うんですけ

ども、市長、いかがでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 先般、ちょっと申し上げたんですが、千種の若い人たちとい

ろいろ話す機会がありまして、そのときに若い人たち、消防団の方も含めて、お母

さんも、あるいは若い方もだったんですが、いろいろこんなことをやったらどうや、

これはどうややったんです。ただ、おっしゃったことは大変申しわけなかったんで

すが、ほとんど今政策的にやっとることが多いんです。裏返したら、私たちが市民

の皆さんにこんなことをやっているよという啓発やＰＲをいかにしてないかという

こと、そのことかまず気づかされました。いうことは、まちがこんなことをやって

いるんだということをまず知ってもらった上で、おお、そうかいやと、そやけどな

あ、このことはもっとこうしたらという、こういう議論に深まっていくと思うんで、

まず一つは、私は市民の皆さんに今やっていることもしっかり伝えていくというこ

ともさらにやっていかないかんなあと、こう思っております。 

  その上に立って、先ほどお話がありましたが、段階というのは、目標は当然どの
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まちも今もそうでありますが、みんなでまちをつくるということには変わりないこ

とで、ただ、まちをつくるのに、どうやって皆さんの参画の協働を得るかというと

こについて、長年いろんな方法はそれぞれのまちがやってきたわけでありますが、

宍粟市は違った手法だったかもわかりません。それが合っていたかもわかりません

が、ただ、これから将来に向けて、今の現状を見たときに、やっぱり若い人たちを

含めてもっともっと参画・協働のまちをつくっていかないかん。これが今の時代で

はないかなあと。そのために一つの取っかかりとして、先ほど申し上げたようなこ

とをまずやっていきたいと、こう思っておりますので、そういう意味では議員の皆

さんと一緒になって、それぞれのまち、あるいは市民にも啓発しながら、ともども

将来に向かっていくことが非常に今求められていると、私はこのように感じており

ます。 

○副議長（西本 諭君） 11番、飯田吉則議員。 

○１１番（飯田吉則君） 御理解いただいておるというふうに感じましたので、その

辺のところを我々も一生懸命研究しながら、未来を築いていけるように頑張ってい

きたいと思います。 

  若い人たちが本当に今の現状から目を背けないように、やはり先ほどのごみの問

題じゃないんですけれども、金がかかるからだめだというんじゃなしに、本当に効

率的にできること、やっぱりその辺を議論していくということを前向きに、皆さん

にも知っていただくということは本当に大切やと思うんで、その辺の市民生活部の

今からの努力も表に公表していただいて、こんなことも研究しとんやということを

先ほど市長の言葉ではないですけれども、やはりやっておることを皆さんに見てい

ただく、聞いていただく、その上で理解していただく、これ大切やと思うんで、お

互いにやっていかなあかんことやと思います。全てを含めましてこれからよろしく

お願いいたしまして、終わりにしたいと思います。ありがとうございました。 

○副議長（西本 諭君） 11番、飯田吉則議員の一般質問は終わります。 

  続いて、神吉正男議員の一般質問を行います。 

  10番、神吉正男議員。 

○１０番（神吉正男君） こんにちは。10番、神吉正男です。通告に基づきまして観

光振興による交流人口の拡大について、質問させていただきます。 

  平成30年度が始まり、今年度も宍粟市内では春の催しがたくさん開催され、多く

のお客様で賑わったことと思います。 

  しそう森林王国観光協会では観光による地域づくりを推進するために、多くの事



－97－ 

業が行われています。ゴールデンウィーク中に行われた山崎地区大歳神社の藤まつ

りでは、藤の開花時期がずれしまい、見ごろを過ぎてしまっていたことは残念でし

た。しかし、商店街の全てとまではいきませんでしたが、多くのお客様で通りを埋

め尽くしていました。来場者の方々によいおもてなしができたのかを伺います。 

  一つ目に、まず来場者はどのくらいだったでししょうか。また、遠方からの来場

者は例年と比べ、今年はどうだったでしょう。 

  年間を通して宍粟市のイベントは多くあります。何かのイベントに今回お越しい

ただいたお客様に、何かほかのことにも関心を持っていただき、宍粟へまたお越し

いただくようにするには、どのようにすればよいでしょうか。 

  そこで、御来場いただいた方々に、今後開催されるほかのイベントなどの案内を

行うために、その方法のお考えをお伺いします。 

  大きなお祭りやイベントに多くのお客様にお越しいただいておりますが、交流人

口の拡大は、平日の来訪者を増やすことも欠かせず、大切なことだと考えます。宍

粟を訪れ、宿泊する方は、観光よりビジネスを目的とする方が多いと考えます。宍

粟市へのビジネスや個人旅行の動向や割合、外国人旅行者などの状況を今どのよう

に捉えておられますか、伺います。 

  一つ目に、観光施設や特に市内の公衆トイレなどの看板であるとか地図、宿泊施

設、飲食、バス・タクシー・レンタカーなどの移動手段、旅行者やビジネス来訪者

に対して、宍粟市ではこれらのサービスやおもてなしができているでしょうか。ま

た、どのような状況でしょうか。 

  二つ目に、宍粟市内で宿泊される来訪者は年間どのくらいあるのでしょうか。 

  ３番目に、その方々に対し、まだ知られていない市内の見どころと移動方法、所

要時間を含め季節ごとに伝えることはできないでしょうか。 

  以上、よろしくお願いします。 

○副議長（西本 諭君） 神吉正男議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、神吉議員の御質問にお答え申し上げたいと思いま

す。 

  大歳神社の千年藤のことが出ておりますので、あえてでありますが、この大歳神

社の千年藤につきましては、御承知のとおり、兵庫県の指定文化財となっておりま

して、歴史上から見ますと、天徳４年、西暦９６０年に植えたと伝えられておりま

す。幹回りは3.8メートルもありまして、１本の幹から枝が四方に伸び境内一面に
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広がっている風景は、非常に見応えがあると、このように思っておるところであり

ます。 

  特に、千年藤の生育と保全は非常に繊細なものがあり、過去には花の勢いが弱く

なり樹木医にみていただき、養分補給や害虫対策を実施するなど、地元の千年藤保

存会の皆様に大変お世話になり維持されております。 

  一時期非常に厳しい状況があったところでありますが、樹木医さんが熱心にかか

わっていただいたり、保存会の皆さんの手入れによって今日まであると思っており

ます。大変ありがたいことだと、このように思っています。 

  今年の藤まつりもそうでありますが、昨年から藤まつりについては、実行委員会

形式で実施をしていただいておりまして、市内の各種団体、地域が一体となって運

営をしていただいておるところであります。もちろんしそう森林王国観光協会も主

体となりながらでありますが、多くの方々にお世話になっておるところであります。  

  ところが、今年は非常に４月前半から温暖な気候が続いておりまして、開花も早

まって、先ほどおっしゃったとおり、結果としては藤まつりの開催中は花がほとん

ど落ちておったというふうな状況であったところでありますが、これは自然が織り

なす状況でありまして、どうしようもいたし方ないことであります。 

  しかしながら、商店街の活性化を含めたよいまちプロジェクト等々、あるいはミ

モザと言って女性のグループのいろんな活動、かなり多くの方々があの地域に商店

街も含めて活力をしようという動きが近年ずっと盛り上がっておりまして、そうい

う意味では藤は結果としてああいう状況であったところでありますが、まつり全体

としてはかなり盛り上げていただいたと、このように考えておりまして、多くの来

訪者に来ていただいたんではないかなあと、このように考えております。 

  交流人口の増加が私は市の地域創生を推進する大きな柱の一つであると、このよ

うに考えておりまして、あらゆる角度からアプローチを行う必要があると、このよ

うに思っています。ましてやインバウンドということのことも当然あるわけであり

ますが、人の流れを圏域全体で活性化する中で新たな流れをつくり出すこと、この

ことも必要になってくるんではないかなと、このように思っております。 

  したがいまして、交流人口をどんどん拡大することによって、午前中も申し上げ

たとおり、宍粟市の活力はさらに増加すると、このように考えておりますので、そ

ういう観点で今後も進めていきたいと、このように思っております。 

  それから、具体的な質問をたくさんいただいておりますので、このことについて

は担当部長より答弁させていただきたいと思います。 
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○副議長（西本 諭君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 私の方からは、観光振興による交流人口の拡大につきま

して、具体的な分析、状況等につきまして御質問にお答えしたいと思います。 

  まず、藤まつり期間中の来場者につきましては昨年と比べますと半減いたしてお

りますが、１万246人という総数でございます。減少しておりますけれど、遠方か

らの来場者につきましては、神戸ナンバーとか大阪ナンバーが非常に多かったと感

じております。遠方からの根強いファン、こういったものが定着しているのではな

いかなと感じております。 

  また、来場者への他のイベント等への案内の方法につきましては、山崎町中心市

街地活性化委員会の拠点施設であります「よいまちや」がオープンいたしました。

今回の藤まつりから案内所を「よいまちや」に配置したところでございます。 

  宍粟山崎手作り甲冑の会や森林セラピーの紹介もあわせて行ったことから、多く

の来場者が見えて、その際に他のイベント等の紹介もでき、効果的であったと感じ

ております。 

  続きまして、旅行者や来訪者へのおもてなしの状況につきましては、市内外のイ

ベント時に市内の観光施設や食べ処、見どころ等の情報提供を随時行っております。

その情報をもとに宍粟市へ来たとおっしゃる方もおられることから、効果があるの

ではないかなと感じておりますが、どれぐらいの方がその情報でお越しいただいた

のかといったことについてはまだ分析はいたしておりません。 

  また、宿泊客の多くは観光とかレジャー目的で利用されておりますが、山崎町の

一部の宿泊施設では、ビジネスマンの宿泊者が大部分を占めているというようなこ

とも聞いております。また、平成29年度の外国人宿泊客数では千種のゴルフ場のほ

うで200名からの御利用があったということを伺っておりますが、他の施設での利

用については集計等はいたしておりません。 

  しかしながら、東山のコテージとか、ああいったログハウスにつきましては、口

コミで広がりまして、外国人の方も個別に訪れられると聞いております。 

  続きまして、案内看板につきましては、観光の先進地では、色やデザインを統一

し、観光客へのおもてなしが進んでいる団体があります。その点から見れば宍粟市

は後発組でございますが、統一していくには多くの課題があると認識しております

が、今後どのようにして議論を深めて進めていくかといったことを考えていきたい

と考えております。 

  移動手段につきましては、一部の施設では、姫路駅にお客様を送迎するサービス
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もやって、おもてなしのほうを実施されております。また、市内の路線バスを500

円で１日限り何度でも御利用いただける乗車券、いわゆる宍粟ワンデーパスポート、

これらも発売中でございます。これらについては、利用特典もついておりますので、

多くの方に御利用いただけるようＰＲを強化していきたいと考えております。 

  続きまして、市内の宿泊客数でございますが、先般市内の宿泊施設に宿泊客数を

お尋ねしたところ、御協力いただいた施設の宿泊客数の延べ人数は、平成29年度で

は４万2,743人、前年と比べると若干の増加となっております。 

  次に、宿泊客への市内の見どころの情報提供についてでございますが、しそう森

林王国観光協会において会員のイベント情報を毎月取りまとめております。このイ

ベント情報を市内の宿泊施設に随時提供し、その施設を通して案内のほうを実施し

ていただいております。 

  最後になりますが、まだ知られていない市内の新たな観光スポットの情報収集を

行い、アクセス情報を含め、可能な限り情報提供に努めてまいりたいと考えており

ます。 

  以上でございます。 

○副議長（西本 諭君） 10番、神吉正男議員。 

○１０番（神吉正男君） それでは、詳細、続きまして質問させていただきます。 

  観光施策を考えるに際して、現場の声３件の宿泊施設３人の方とお話ししてきま

した。一部を紹介いたします。まずお一人目のＡさんが言われるには、宍粟市には

観光地となるランドマークや名物がない。自慢したり紹介したりするものは何もな

い。なので、宿泊客は食事とコンビニやスーパーで買い物をされるだけ。そして、

次の目的地へと行ってしまうと言われます。ただ、その食事に関しては御自身が知

っておられる食事処をお客様の希望を聞きながら、丁寧に案内されておられました

ので、Ａさんにおかれましては、ただ単に本当にその見どころの情報を御存じでな

いというだけなのだろうと感じました。 

  次に、Ｂさんは、趣味のクラブをつくって毎月１回から２回のミーティングを行

ったりすると、姫路や加古川、明石、神戸から10名は常に参加があるんやと。仲良

くなって、旅行を開催したりすると、20名くらいでいろいろなところを回ります。

精力的におもてなしをされている印象でした。また、宿泊所の受付には大きな手づ

くりの宍粟市の見どころマップを掲示し、宿泊客に情報を独自の目線で提供されて

おられました。 

  最後に、Ｃさんは、ビジネス客を除いて旅行客や都会の人は移動で10分や20分歩
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くことや自動車での移動に１時間くらいなら負担に感じたりはしていないようだと

言われます。でも、宍粟市の玄関口にレンタサイクルなどがあってもよいのでない

かと言われます。また、市内や近隣の観光場所や楽しめることを紹介してはいるが、

それぞれをもっと詳しく紹介できる、その時々の情報が欲しい。単に開催の情報だ

けではなくて、催しの楽しめる内容や見どころが少しでもわかれば、お客様に伝え

ることができるのでとおっしゃっておられました。 

  ＡさんとＣさんの御意見から、来訪者は情報を求めておられるが、私たち受け入

れ側が催しの詳しい内容を知らなければ伝えることができないということがわかり

ます。お客様がああそれなら楽しそうだから行ってみようと思ってもらえるように、

見どころ情報を整理して伝えることが大切だと考えます。パックツアーのように、

そこへ行くための全行程やプランの所要時間、見どころを提示してあげること、ま

た、チラシやポスターも大切ですが、話を耳で聞くほうが楽しさが伝わり進展する

のではないかと考えます。民間の宿泊施設にもこのような情報を届けることはでき

ないのでしょうか。いかがですか。 

○副議長（西本 諭君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） ありがとうございます。情報提供の重要性といったとこ

ろが非常に伝わってきました。まず、旅行者の多くの方は、私は訪問先の文化であ

ったり、歴史とか風土に触れて地元の方との交流であったり、直接の会話等を求め

られていると思います。その中では、やはりそれらを充実してお客様に提供すると

いうことは、やはりそこの施設の職員の対応力、心からのおもてなし、こういった

ことが非常に重要になってくるかと思います。それには当然事前に研修も必要です

し、職員同士の研修というか、研鑚を積み重ねてお客様に情報を提供する、おもて

なしを提供する、こういったことが非常に大切かと思います。 

  やっぱり情報には心を働かせて、心をもってお客様に提供する、こういった真の

やっぱりおもてなしといったことが重要になってくることから、やはり職員研修等

を充実させて、そういったことを向上させていく、これが必要じゃないかと考えて

おります。 

○副議長（西本 諭君） 10番、神吉正男議員。 

○１０番（神吉正男君） おっしゃるとおりで、個人旅行者の関心事というのは、パ

ックツアーや団体客のそれとは違って、地域との深い結びつきだと思います。個人

旅行者は住民との交流や近隣の周遊で長期の滞在をしたり、何度もお越しいただけ

るリピーターとなられることになると思います。受け入れ収容力の小さなまちでも、
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施設でも、相応の効果が期待できるし、伝統的な観光地がなくても地域に誇り持っ

て郷土愛のある地域への観光振興の可能性は高いと感じております。 

  郷土愛にあふれる多様な主体の関係者が一緒に取り組んで、現場のニーズに根差

した観光情報の共有をするために、定期会議を行う運営委員会のようなものはつく

れないのでしょうか。これには関係者が一緒に取り組んでいく機運や風土が必要だ

と思いますが、連携を円滑にすることができると考えます。いかがでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 現在、観光施設であったり、観光に携わる事業者につい

ては、やはり、しそう森林王国観光協会、観光協会に入っていらっしゃらない事業

者の方もありますけれど、多くの方がこの観光協会に属されて活動も展開されてお

ります。まずは、そのしそう森林王国観光協会、この事業と連携して共同で取り組

んでいく、その中で情報交換をやっていく、こんなことも必要かと思います。 

  議員提案のことでございますけれど、やはり旬の情報であったり、市のパンフレ

ット、また観光協会のパンフレット等をうまくその集客施設で活用すると、こうい

ったことは非常に大切なことかと思います。聞いたところによりますと、まだまだ

そのパンフレット等が、情報が行き渡っていないていったこともございますので、

こういったことを活性化させるのが先ほど御提案のあった、そういった担当者会議

であったり、連絡会、こういったものであろうかと思います。 

  将来的にはやはり定期的といいますか、年間に２、３回程度のそういった連絡会

といったものをオープンに開催して情報を共有し、またパンフレットとか、そうい

った情報を施設の人に活用していただく、事業者に活用していただく、こんな取り

組みも必要かと考えております。 

○副議長（西本 諭君） 10番、神吉正男議員。 

○１０番（神吉正男君） 業界の関係者の方々が集まって自分たちの意見を言い合う、

それによって情報が広がる、これはどの世界でも言えることだと思いますので、是

非ともかなえていただきたいと思います。 

  ４月22日に、庭田神社境内で行われましたまぼろしの酒「三笑」蔵出し式とキッ

クオフミーティングにより始まった日本酒発祥の地、発酵のまち宍粟をうたう上で、

宣伝を増量していかなければならないと感じている２件を少しお尋ねしたいと思い

ます。 

  まず、一つ目は、インターネット上の件です。無料の百科事典サービスのウィキ

ペディアや三つの主な検索エンジンで日本酒発祥の地と検索しても、宍粟市は一番
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目に出てきません。ましてや出てきにくい状況です。これでは市民にも認識しても

らえませんし、市内外へ広がっていきません。 

  また、二つ目に、日本にここにしかないとされる日本酒発祥の地への入り口にあ

る大きな道しるべが国道や染河内の入り口にあるべきと感じます。それから、山崎

町山田の国道29号線西側にあります「ようこそ日本酒発祥の地 宍粟へ」の看板が

風景と同化して目立っておりません。この２点に関していかがでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 電子百科事典でございますウィキペディアでございます

けれど、これにつきましては私が知っている限りでは誰でも、個人でも団体でも任

意の方が編集できるサイトと伺っております。誰でも編集できるということは、非

常に活用しやすいといったメリットもございますが、その情報の信頼度であったり、

信用度、こういったものがまた課題であるかなと考えております。宍粟市につきま

しては、ホームページであり、観光協会からの情報提供、こういったものも公に行

っておりますので、そちらを今主体とやっておりますけれど、ウィキペディアの編

集等につきましても、また今後研究してもいいのかなというところが今率直な考え

でございます。 

  続きまして、日本酒発祥の地の看板が非常に目立たないのではないか、誘導がな

いのではないかといったことでございます。 

  庭田神社につきましては、御承知のとおり播磨風土記の関係から事業が発展しま

して、現在、西播磨圏域を巻き込んで大きな動きになっております。その中で、や

はり「三笑」の復活であったり、それから山崎町の酒蔵通りの活性化、こういった

ものに繋がっております。 

  今後、この出発点となった一宮町の染河内地区、この土地のＰＲであったり、情

報発信といったところにはやはり当然看板も必要かと思いますので、そういったい

ろんな事業を進める中で事業と連携して並行してそんなことも検討していく、そん

な方向がよいと考えております。 

○副議長（西本 諭君） 10番、神吉正男議員。 

○１０番（神吉正男君） ウィキペディアに関してはそうなんですが、民間の方々で

どなたでも書き込みができるということでもあるんですが、それだけに皆さんが活

用されておられるサイトだというふうに認識しておりますので、どなたか文章も書

ける明るい方にお願いできたらいいのになとつくづく思っております。またその面

も研究していただきたい。それから私どもも民間のほうでできることはしていきた
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いというふうに感じております。 

  熊本の阿蘇地域では、2000年ごろから地域９市町村の周遊性を高めて公共交通の

みで移動可能としておられます。当初は乗り継ぎの改善や運賃の割り引きが課題の

中心であったようです。次第に点在する観光地を繋ぐバス運行方法の最適化とネッ

トワークが行われていったそうです。 

  これは今後の宍粟市のしーたんバスの考え方にも繋がることかもしれません。公

共交通でお越しのお客様に市内をめぐってもらえる環境づくりに役立つと思います

が、いかがでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 先ほどのお話、提案でございますけども、公

共交通の再編に当たりましては、その目的の中に市外からの観光の移動手段として

も利用できることを主な目的として考えていくと。広域路線との連携ということに

つきましては、姫路駅であったりとか、新宮駅、それから三宮方面からの広域路線

と市外連絡路線、大型バスの部分もあるんですが、の乗り継ぎがスムーズにできる

ようにダイヤを設定し、利便性を向上させることで観光客等による交流人口の拡大

を図るというようなこともしてございます。 

  先ほどお話がございましたそういった部分についても、また今後考える必要があ

るかなというふうに思ってございます。 

○副議長（西本 諭君） 10番、神吉正男議員。 

○１０番（神吉正男君） 当初のしーたんバスの考え方をもう少し考えていくという

上で大事なことだと感じております。観光施策の推進にも寄与できるのではないか

という考えも持っておりますので、是非とも研究していっていただきたいと考えて

おります。 

  地域創生を考える上で訪れてもらう最初のきっかけをつくることが大切です。そ

の訪れてもらうきっかけがなかなかつくれないでいるケースが多い中、宍粟市では

地域で行われているイベントや催し物がそのきっかけをつくってくれています。と

いうことは、次回もまたほかの目的で宍粟へ繰り返し来ていただくための御案内が

足らないんではないかと、これが課題なのではないかと考えます。 

  また来てくださいねとの思いを込めて手紙を書くなどということもしておりまし

たでしょうし、最近では、スマートフォンの通信回線を使ったＳＮＳ、ソーシャル

ネットワーキングサービスなどでの繋がりを利用していくこともできるでしょう。

宍粟市へのリピーターを増やす、この手法に関してどのようにとられておられます



－105－ 

か。 

○副議長（西本 諭君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 一度宍粟市に来られた方はやはりいろんな目的で来られ

ると思うんですけれど、やはりこの自然といいますか、川であったり山であったり、

そういったとこに非常に多くの魅力を感じられると思います。それに先ほどから何

度も申し上げます、その土地でのおもてなし、こういったものが相重なったときに、

ああ、今度また行ってみよう、また地域の人と話してみようといったことになろう

かと思います。 

  情報発信、この部分では、常にいろんな情報を市外に向けて発信するわけですけ

ど、たまたま来られたときの対応、こういったことも非常に大切かと思います。そ

れを相重ねて続けて、継続してやっていくことによって、リピーター確保に繋がっ

ていくかと考えております。 

  それと、ＤＭのこともございましたけれども、これについてはそれぞれの宿泊施

設であったり集客施設でそういった情報提供も行っていると聞いておりますので、

これも引き続いて取り組みたいと考えております。 

○副議長（西本 諭君） 10番、神吉正男議員。 

○１０番（神吉正男君） 以前からやっている手法もしくは次の一手を考えてみるの

は大切なことだと考えます。需要が見込める地域から始めてほかの地域にも広げて

いく、いつものせりふになりますが、点を線にして広げて面にする、明確な理念や

目的、進みたい方向、やりたいこと、ビジョン構想など観光振興の戦略にはぶれな

いコンセプトが大切だと思います。そういうものを持って次へと進めていっていた

だきたいと思います。 

  以上で私の質問を終わります。 

○副議長（西本 諭君） これで、10番、神吉正男議員の一般質問は終わります。 

  午後２時30分まで休憩いたします。 

     午後 ２時２０分休憩 

                                       

     午後 ２時３０分再開 

○副議長（西本 諭君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

  続いて、宮元裕佑議員の一般質問を行います。 

  ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） ２番、宮本裕祐です。議長から発言の許可がありましたので、
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通告書に基づき一般質問をします。 

  宍粟市議会議員として１年が過ぎ、２年目、２回目の６月議会となります。宍粟

市の行政サービスにおける事業の説明や報告など、議員として知らないことばかり

で市職員の方々にたびたび尋ね、わかりやすく教えていただいております。そうし

た日々の議員政治活動を通して、ほんの少しだけですが、見えてきたこと、感じる

こと、考えることがあります。 

  それでは、一つ目の行財政改革の取り組み状況について、お伺いいたします。 

  人口減少、少子高齢化が急速に進み、財政が依然として厳しい状況にあります。

税収や交付税などの歳入の減少が今後の行財政運営の課題となっております。また、

社会環境の変化に伴い、市民サービスに求められるニーズは多様化と高度化、そし

て複雑化しています。社会保障費や社会整備費など市民サービスは無限に広がって

おり、歳出は増加する傾向にあります。 

  こうした状況下において、宍粟市にふさわしい必要な市民サービスを持続的に提

供していくことを求められております。減少しつつある税収や交付金、補助金など

を効果的に、また効率的に宍粟市らしい市民サービスを実施していくことは当然で

あり、急務であります。そのために今後はさらに行財政改革を強力に推進していく

必要があると考えます。 

  そこで、次の四つの事項について、現在の状況と市の考え方などについてお伺い

いたします。 

  一つ目、職員の意識改革の取り組み状況と評価や課題、今後の計画や目標は。 

  業務改善の取り組お状況と評価や課題、今後の計画や目標は。 

  コスト削減の取り組み状況と評価や課題、今後の計画や目標は。 

  人材育成の取り組み状況と評価や課題、今後の計画や目標は。 

  続いて、(２)地域経済循環の推進についてお伺いいたします。 

  宍粟市の発展に向けた取り組みは、市内の雇用の創出や地域経済の活性化に繋げ

ていくことが必要と考えます。そのキーワードとなるのが地域内で物や資金などが

循環する地域経済です。宍粟市における経済循環を推進していくための取り組み状

況についてお伺いいたします。 

  宍粟市内の中小規模事業者の事業種別やその数については、宍粟市商工会からの

資料や、また国の経済センサスという統計資料があります。宍粟市内においても事

業所数、従業者数は年々減ってきております。このような統計結果から市内の中小

規模事業者の後継者不足の実態把握はされていますか。また、その対策は。市の支



－107－ 

援の考えをお伺いいたします。 

  三つ目、買い物弱者対策の取り組みについて、神戸新聞の引用ですが、スーパー

やコンビニが自宅から遠い上に、車は使えず、食品購入に苦労する65歳以上の人が

2015年時点で824万 6,000人にのぼると統計結果を発表しました。この買い物弱者は

高齢化を映して65歳以上の人口に占める割合は依然として４人に１人が不便を強い

られているとの結果となっております。 

  宍粟市でも郊外で大型商業施設が増え、歩いて行ける店が減ったと見ており、支

援が必要だと考えております。ＪＡハリマＡコープの三方店、波賀店の閉店や商店

減少により市民生活（買い物弱者）に不便や不安を聞いております。また、各商店

の閉店後はひっそりとしております。 

  淡路市では、社会福祉協議会が移動販売車を運営しております。太子町ではふる

さと納税の基金で買い物送迎用のワゴン車やコンパクトカーを運営しております。

市は、このような状況をどのように捉えているのかお伺いいたします。 

  ３月議会定例会の一般質問の答弁で、救済・解決策などを検討するということで

ありましたが、具体策及び進捗状況をお伺いいたします。 

  四つ目ですが、無線ＬＡＮ、Ｗｉ－Ｆｉ整備について、Ｗｉ－Ｆｉはケーブルが

なくてもインターネットに接続することができる無線ＬＡＮの規格の一つです。Ｗ

ｉ－Ｆｉを利用すると、半径10メートルから最大100メートル程度の限られたエリ

ア内においてデータ通信を行うことができます。スマートフォンや携帯電話の回線

は通信可能エリアは広いですが、一般的に低速であるのに対し、Ｗｉ－Ｆｉを含む

無線ＬＡＮは通信可能エリアは狭いですが、高速で大容量の通信が可能であるとい

う特徴があります。 

  こうしたＷｉ－Ｆｉのインフラ整備は災害に強く、地域活性化のツールとして有

効な手段として注目が集まっております。Ｗｉ－Ｆｉは電話回線が混雑し、利用で

きない場合でもインターネットにアクセスしやすく、スマートフォンやタブレット

のように無線ＬＡＮの利用可能な端末が急速に普及していることから、災害時でも

効果的に情報を受送信できる通信手段の一つであります。また、平時においては観

光関連情報の収集、教育での活用などにも貢献しています。庁舎や公共施設、商業

施設での整備状況と今後市における整備計画をお伺いいたします。 

  以上、四つの大項目と八つの小項目についての１回目の質問を終わります。 

○副議長（西本 諭君） 宮元裕祐議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 
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○市長（福元晶三君） それでは、宮元議員の御質問、大きく４点ありますが、１点

目の行財政改革の取り組みについては、具体的な計画とか目標でありますのが、担

当部長から答弁をさせたいと思います。 

  まず、２点目の地域経済循環の推進についてでありますが、そのうちの①であり

ますが、地域における経済循環を推進していくための取り組みでありますが、国の

地域経済分析システム、通称リーサスによりますと、地域経済の自立度を示す宍粟

市の地域経済循環率は、直近のデータで66.1％となっており、簡単に言えば所得の

３分の１が域外に流出している状況となっております。 

  近隣市町のデータと比較しても、決して自立度が高いとは言えず、域内の経済の

活性化を図り、域外からの外貨獲得と域内消費率を高める地域経済の好循環をつく

ることが必要と考えております。 

  昨年実施しました地域経済循環調査概要では、日常的な買い物は８割の方が市内

で行われているとの数値も示されており、この状態を維持するためには、移動手段

などの交通環境整備や買い物施設の維持・集積など利便性の確保が重要になると、

このように考えております。 

  また、観光・交流産業の振興や特産品の開発・販売等による外貨の獲得に向けた

取り組みを強化していくことも、今後ますます重要さを増してくると、このように

考えております。 

  次に、②の中小規模事業者の後継者不足、この御質問でありますが、実態とその

対策ということでありますが、市の支援策についてでありますが、産業構造の基礎

調査となる経済センサスによりますと、平成28年調査での事業所数は、平成18年か

ら２割近く減少しておりまして、2,329事業所となっております。相当数の事業所

が廃業されている状況がこの数値からも伺えると、このように思います。 

  その中で、後継者不足により事業承継を断念されたケースについては、具体的な

数値を持ち合わせておりませんが、日本政策金融公庫が実施したインターネット調

査によりますと、中小企業経営者の約５割が「自分の代での廃業」を予定しており、

そのうちの約３割が「後継者の不在」を理由としていること、これらを鑑み、宍粟

市においても中小企業の事業承継は大きな課題であると、このように考えておりま

す。 

  その対策や支援につきまして、まずは、地域の次世代を担う若者に地域の企業や

その魅力を知っていただき、Ｕ・Ｉ・Ｊターンを含むさまざまな形で地域企業に就

業していただくということが何よりも重要であると考えております。 
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  そこで、本年度は、これまで３回実施しておりますビジネスマッチングフェア

「しそうビジネスサポート」の実施方法を少し変更し、市内の３高等学校の生徒さ

んが参加しやすいよう、学校と連携し平日の開催を予定しており、地域企業のプレ

ゼンテーションやブース展示などの充実を図り、興味・関心を喚起していくことで

将来的な就業へと繋げていけないかなと、このように考えております。 

  また、初めての市外での試みとして、阪神地域の大学等へ進学された皆様に向け

て、神戸市内の会場で市内企業の合同説明会を開催したいと、このように考えてお

ります。 

  さらに、市内企業へのインターンの受け入れの取り組みとか、市内企業の魅力を

発信するパンフレット作成などを計画しておるところであります。 

  既存の事業におきましては、職業訓練校での技能習得の支援や起業家支援の活用

による支援を引き続き取り組み、事業承継を妨げる要因として施設や設備の老朽化

ということもあると思いますので、その点においては産業立地促進条例や産業振興

資金等の制度融資、国県の制度などを紹介しながら、個別の状況にあわせて支援を

させていただきたいと、このように考えております。それらのことによって、いろ

いろな後継者不足も含めて事業の継承に繋がっていくと、このように考えておりま

す。 

  ３点目の買い物弱者、特にＪＡハリマＡコープ等々のことでありますが、３月議

会でも御質問いただいておりまして、いよいよ３月末には波賀店とこういう状況で

あります。Ａコープ三方店・波賀店、それぞれあの状況を見ておりますと、まさに

買い物の不便はもちろんでありますが、地域の活力の低下というものを感じられず

にはいられないと、このように捉えておりまして、可能な限り３月議会でも申し上

げたとおり、ＪＡハリマあるいは地域の皆さん、あるいは組合員の皆さんを含めて

その地域の状況もつぶさに感じておられますが、なかなか現状は厳しいと、このよ

うに伺っております。 

  ただ、組合員の皆さん、あるいは総代さん等々を含めていろいろ既存のフランチ

ャイズ等々にもアプローチをかけられておるようでありますが、現実は非常に厳し

いということも伺っております。 

  市としても先ほど申し上げました買い物環境あるいは買い物難民、そういった観

点と同時に地域の活力と、このことを含めて可能な限り支援をしていきたいと、こ

う考えておるところでありますが、地域の皆さんや、あるいは民間事業者、それぞ

れ多くの皆さんの協力や知恵を出しながら、今後両地域についても検討をさらに加
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えていきたいと、このように考えておりますが、現状では具体的な策等々について

は進捗しておらないという状況でありますので、御報告申し上げたいと、このよう

に思います。 

  また、先般、ＪＡハリマの幹部の皆さんとも協議申し上げましたが、近々ＪＡハ

リマの総代総会が開催されるようであります。そういった中でもいろんな議論が深

まっていくというふうに聞いておりまして、それらを踏まえながら、当然ＪＡハリ

マも頑張っていただくところでありますが、地域の皆さんとも今後、あるいは組合

の皆さんとも、代表の皆さんとも協議しながら、市としての役割を演じていきたい

と、このように考えております。 

  ただ、いつまでもというわけではいかないので、できるだけスピード感を持って

このことには対応していきたいと、このように考えておりますので、よろしくお願

い申し上げたいと思います 

  ４点目のＷｉ－Ｆｉにつきましても、あわせて担当部長より答弁をさせたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

○副議長（西本 諭君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） 私のほうからは、行財政改革の取り組み状況、そし

てＷｉ-Ｆｉ環境の整備状況と整備計画、このことについての御答弁をさせていた

だきたいと思います。 

  特に、事務事業の各方面にわたった御質問でございますので、少し答弁が長くな

ることをお許しをいただきたいなと、そんなふうに思います。 

  まず、行財政改革の取り組み状況につきましてございます。行財政改革・人材育

成につきましては、第３次行政改革大綱、さらには人材育成基本方針に基づきまし

て人件費の抑制、あるいは事務事業の見直し、繰上償還の推進、建設事業費の抑制、

さらには広告収入だったり、ふるさと納税など自主財源の確保、さらには職員提案

制度だったり、職員研修、そういったものについての規定を設けながら取り組んで

おるというところでございます。 

  また、普通交付税の一本算定、これに向けて今後の財政運営については、より一

層の歳入確保、あるいは歳出抑制が不可欠であるというところで、市全体として共

通の課題として認識をしておりまして、職員一丸となって事務事業の改善に取り組

んでいかないといけないというつもりで、この間取り組んでおるところでございま

す。 

  まず、御質問の職員の意識改革及び業務改善のことについてでございます。職員
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提案や行政評価による業務改善、この意識づけをされつつある中で、一方では、職

員提案というのが近年減少してきておるというところがございます。さらには提案

や行政評価による結果を事業に反映させるまでに時間がかかる、こんなことも課題

として今認識をしておるところであります。 

  今後につきましては、前例にとらわれることなく、常に見直すべき点はないかと

いう視点、そういった面が我々に求められた責務であろうというふうに考えており

ますので、職員の意識を高めていきながら、これらの課題、提案が少なくなった、

あるいは事業反映がなかなかスムーズにいかないというところへの解決に向けて取

り組んでいきたいなというふうに思っています。 

  なお、本年度よりき行政評価については、外部評価という形についても、これま

で大学の先生にお願いをしていた分に加えて考えていきたいなというところで、今

準備を進めておるところでございます。 

  二つ目のコスト削減につきましてでございますが、安価で電気供給ができる事業

者と契約するということで、このことにつきましては平成25年から取り組んでおり

ますが、より安価な契約が進められるようにという取り組みをこの間続けておると

いうところと、もう１点は、積極的な繰上償還、これを実施をすることで電気代だ

ったりとか利子、その抑制に向けて取り組んでおるというところでございます。 

  また、人件費の抑制、一定の効果が出ている一方で、学校の大規模改修だったり、

あるいは情報セキュリティ強化対策等々の一時的な要因によって、普通建設事業費

につきましては削減できていないというところも課題として認識をしております。

これは、この間御説明も予算のときにもさせていただいたとおりでございますが、

一時的なやらなければいけない事業を積極的に推進をするというところでございま

すので、一時的な伸びというところについては、やむを得ないなというふうにもこ

の間御答弁をさせていただきました。 

  しかしながら、全体としては抑制に向けて今後も努力をしていく必要があるとい

うふうに考えておるところでございます。そのことにつきましては、いろんな工夫

が必要と。例えば長寿命化でありますとか、施設の集約、そういったことも今後に

ついては課題としてあるのかなと、そんなふうな認識をしておるところでございま

す。 

  続いて、人材育成につきましては、複雑多岐にわたる事務事業、あるいは行政課

題に対応するというところで、非常に職員のマンパワーという部分で非常に課題を

抱えながら業務を進めておるところであります。人事評価の制度を導入をしておる
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ところでありますが、この中では、組織の目標あるいは懸案事項を一人一人が共通

認識をするということ、こういうことを目的に個人目標を設定するという取り組み

をしております。これにつきましては、当事者意識だったり、あるいは主体性、危

機感を持った対応、職務に取り組むというところを図っていきたいというところで

導入をしておるところでございまして、管理職のヒアリングというところも年に２

回担当職員ともしてもらっておるところであります。こういったところを今後も進

めていきながら、意識の改革、さらには企画運営力の向上と、そういったところに

も力を入れていきたいなと、そんなふうに思っているところであります。 

  ただ、これまでの定員適正化計画だったり行財政改革、このことによって職員数

を大きく削減をしてきておるという状況にございまして、人材育成、こういったも

のに力を入れていかなければいけないわけでございますが、なかなかそういうとこ

ろまでなり得てないということも課題として捉えておりますので、いま一度十分に

状況分析をする中で、今後の対応を進めてまいりたいなと、そんなふうに思ってお

るところでございます。 

  いずれにしましても、今後においても人件費が特に削減というところを大きな課

題としてあるわけですが、職員数としてはかなりもういっぱいいっぱいのところま

で削減しているのかなと、そんなふうな中での行政改革というところでございます

ので、健全財政に向けて小さなことも含めてこつこつとやっていかないといけない

という思いでおりますので、今後ともよろしくお願いをしたいというふうに思って

おります。 

  続いて、Ｗｉ－Ｆｉ環境のことでございます。 

  公共施設につきましては、観光拠点におけるＷｉ-Ｆｉ環境の整備状況、これに

つきましては、市の指定管理施設の道の駅であったり、宿泊施設を対象に６施設に

ついて整備がされております。民間の宿泊施設などの複数の施設で稼働を確認をし

ておりますけども、どの施設ということで詳しく申し上げることは現段階ではでき

ない状況でございますが、民間でもそういう環境が整いつつあると。ただ、庁舎な

どについては、Ｗｉ-Ｆｉ環境についてはまだ整備がなされていないという状況が

ございます。 

  公共施設における整備につきましては、一昨年の熊本地震、この際にも非常に話

題になったところでございます。災害時にＷｉ-Ｆｉ環境が整備されている避難所

については、有効な通信手段として活用をされておるというところで報告もなされ

ておりますが、そのことを踏まえながら、宍粟市として学校の体育館などの災害の
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避難所にＷｉ-Ｆｉ環境の整備をするということで今検討をしておるところであり

ます。 

  具体的には、国の公衆無線ＬＡＮ環境整備支援事業、この補助事業がございまし

て、そのことを活用しながら、平成31年度にできれば予算化をし、各避難所等、あ

るいは市の庁舎、そのあたりも含めて整備ができたらなと、そんなふうに考えてお

りますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○副議長（西本 諭君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 私の方からは、地域経済の好循環に向けた具体的な取り

組みにつきまして、御質問にお答えしたいと思います。 

  市内における経済循環を好転させるためには、民間企業の活性化が重要な要素と

なります。企業誘致と設備投資を推進するため、市内企業間の情報交流やネットワ

ークを強化することとあわせて、市内企業にマーケティングを行い、市内の産業需

要を発掘・把握するとともに、それに対応した商品・サービスを提供できるよう、

既存企業のイノベーションを促進することや、需要が大きいと考えられる部門・分

野における新規企業の誘致を行うことが重要になると考えております。 

  先ほどひと・はたらく課の活動の展望のところでも御説明しましたとおり、具体

的な取り組みにつきましては、近隣圏域の中でも充実した支援制度である産業立地

促進事業や起業家支援事業を積極的に活用し、企業誘致や新規創業を支援するとと

もに、現在、宍粟市商工会や市内の金融機関と連携して進めておりますビジネスマ

ッチングフェアなどの取り組みをさらに発展させることで企業間交流を活性化した

いと考えております。 

  また、空き家等を活用した移住定住促進による地域活性化と無料職業紹介機能を

持たせた仕事の総合相談窓口を設置して、就職・雇用対策の充実を図るなど、地域

の皆様とともに、産業構造を革新していくためのチャレンジに引き続いて取り組ん

でいきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（西本 諭君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） それでは、再質問させていただきます。 

  一つ目の行財政改革の取り組み状況について説明していただいたんですけれども、

一番最初に驚いたのが職員提案が減少しているというところです。私たち議員、い

ろいろと議員の仕事として、こうした議会で監査であったり、また施策の提案をさ

せていただいておりますが、やはり行政サービスの最前線である職員の方、この
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方々が一番市民の前に立って、やっぱり耳の痛いところもあるかなあと思うんです

けれども、やっぱり感謝もされながら仕事をされていると思います。また、そうい

った方々の職員提案がちょっと減少しているというのは、職員の数が減っているの

か、その人数の割にはまた減っているのか、その辺はちょっとわからないんですけ

れども、やはりそうした職員の方の市長からの、経営者としたら経営トップからの

職員に対しての期待というところから、職員の方がこれからもいろんな提案をして

いかなければいけないなと思っております。 

  私も１年やってみていろいろ感じるのは、やはり補助金がある事業が多いかなと

思っておりますが、やはりそういったところは国の施策にのっとった事業、だから

財政のほうで言うと、そういった補助金を使えばうまく財政のほうも財政危機とい

うところは免れるかなと思うけど、やはりその辺が宍粟市らしさというところとは

またちょっと違う次元かなと思っております。やはり市民の方に一番接しておられ

る職員の方の職員提案、こういったところがもう少し増えていけば、また市に対し

ての住民の方の期待度も変わってくるかなと思っております。やはり財政のほうで

歳出が減るというのは、市民の方の同じ負担でもサービスが低下したり、負担が増

えたりというところになるかなと思っておりますので、その辺はまた今後職員提案

の増やし方というところは考えていただきたいなと思っております。 

  それと、人件費削減というところもあったんですけれども、確かに職員の数とい

うのが、これ３月の末に当局からの発表なんですが、当初予算なんですが、平成29

年度が387人で、平成30年度が一般なんですけれども369人と。約20人減っておりま

す。そして３月末でこちらの宍粟市を退職された方は43人おられて、そして新人が

21名、43名の退職ということで、やはり長年行政のプロとしておられた方が退職さ

れて、そうした人の知識やいろんな経験、また人脈というのが、それがうまく継続

されていかないと回っていかないとは思っておりますが、そこで職員の数が減って

いる。職員の数が減って臨時とか嘱託職員が増えていくと、今後経費は確かに下が

っていくけれども、安定した雇用というところはちょっと市が狙っているところと

違うのかなあと。そういった行財政のバランスの難しいところがあるかなと思って

おりますが、やはり職員の提案を増やしたり、職員の方の知識や経験を増やそうと

思ったら、やはりもう少し職員の数を増やして、職員が研修に行けるというような、

そういったところも目を向けていかないといけないんじゃないかなと思っておりま

す。いろんな事業の中を見させていただくと、委託料というのは結構出てきます。

やっぱりこの委託というのは市の職員がするんではなくて、外部委託いうことで、
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こちらのほうでもお金が外に流れていくのかなあ、市の外に流れていくのかなと思

っております。やはりそこで少しでも市内でお金を回すというところも確かに簡単

じゃないんですけれども、委託というところから少しは市の職員が自ら考えていろ

いろと事業を考えていく、そしたら生き生きと楽しい職場づくりになって、職員提

案も増えてくるかなと思っております。人件費の抑制で財政がちょっとはましにな

るというのは、ちょっと私としてはもう少しヒト・モノ・カネ・情報、この中のヒ

トにもう少しお金が投入せんとだめじゃないかなと思っておりますが、当局の見解

をお聞かせください。 

○副議長（西本 諭君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君）何点かあったと思います。まず、職員提案の部分につ

きましては、業務としてやっている所属での事務改善とか事務の提案とか、それは

これまでどおりやっておるんですが、それ以外の改善をしていくとことか、そうい

った提案が少し少なくてなっているという意味で御答弁をさせていただきましたの

で、職員が何も考えていないんだということではないというふうに御理解をいただ

ければなあと、そんなふうに思っています。 

  それから、人件費の関係で職員数のお話がございました。手元に資料を持ってい

ないので、今おっしゃっていただいたような40人退職で20人採用、そんなに開いて

いたかなという意識はあります。これは再任用制度でフルタイムでない５分の４の

再任用の勤務の職員につきましては、職員数に換算をしませんので、そのあたりで

の差なのかなというふうに理解をさせていただきました。 

  いずれにしましても、再任用職員の給与と、それから新人の職員の給与、そうい

った差というところであったりとか、５分の４の採用の再任用の職員の給与、そう

いったところが差としてあらわれてきているということでありますとか、あるいは

退手組合の負担金というのがこの間少し率が落ちてきておりますので、そのあたり

で効果額としてあらわれている部分もあるというところでございます。 

  いずれにしましても、おる人材でこれからの宍粟市の事業を進めていかないとい

けないという思いは強く持っておりますので、またよろしくお願いしたいと思いま

す。 

  それから、この間、去年の職員の採用もそうですが、特に合併以降、退職者の３

分の１採用ということを長年続けてきております。それは職員数を減らしていくと

いうことの取り組みの一環でやってきたわけですが、そろそろもう限界に来ている

んではないかなあという意識を持っているというところを申し上げたんですが、そ
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の中でもう１点、職員の年齢の部分が少しアンバランスな状態になっておるという

ところで採用の年齢層につきましても、Ｕターン、Ｉターンについてはそのあたり

も考慮しながら採用していくというようなことでやっておると。今、言っていただ

いたように、人件費というところについてはいうふうにおっしゃっていただきまし

た。そういったところも含めて今後は努力をしていきたいというふうに思っており

ます。 

○副議長（西本 諭君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） やはり行政の一番の最前線におられる職員の方、こちらの方

に一番頑張ってもらわないことには、市民生活の向上、宍粟市の発展というのはや

はり結びつかないのかなと思っております。 

  人事評価というのもあるんですけれども、一般企業であれば、職員提案であった

り、あと事業で成功をおさめると昇級とか御褒美とか、そういったところがあるか

なと思っておるんですけれども、私の知る限りでは、まだわからないんですけれど

も、そういった提案をしても自分の給料にはね返らない、張り合いがないとか、そ

ういったところというのは解消はされているんでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） 人事評価をしていきながら、給与に反映をするとい

う目標を持って取り組んでおるところでありますが、そのことについて十分にそれ

が反映がなされているかというところについては、なかなか難しい部分がございま

す。 

  成績がどうなのかというところ、これ民間企業でありますと売り上げが上がった、

下がったというところがつぶさに評価としてあらわれてくるわけですが、行政職員

の場合、そのことがなかなか評価しづらいというところもございます。そういった

ところが行政職員の人事評価に大きな課題としてあるというふうに認識をしており

ます。そのことを踏まえながら、今後そのことを十分に捉えられるような方法も研

究をしながら、今後進めていきたいというふうに考えている段階というところでよ

ろしくお願いしたいと思います。 

○副議長（西本 諭君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） やはり私らも議員として提案したからには、やっぱり責任持

ってそういった事業の進捗状況であったり、やっぱり気になるわけなんですけれど

も、やはり職員の方も自分が提案した事業が、やっぱり自分がしたいから提案とい

うのもあるかなと思うんです。そういった場合、この３月、４月なんですけども、
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人事異動ってあるんですけれども、やはりそうした場合、２年、３年たつとほかの

部署に移ると。自分が手がけていた事業が２年、３年で終わる事業であれば、それ

でいいかなと思うんですけれども、やはり行政の事業というのは、２年、３年で終

わるような事業ではなくて、やはり５年、10年、20年先を見据えた事業も多くある

かなと思ったときに、自分が異動した場合、自分の手から離れていくと、今度担当

になった人が、同じ気持ちでその仕事に取り組めたらいいんですけど、やはりその

人はその人で、また新しい人事異動で来た場所では、新しい事業をやりたいという

のになると、やはり２年、３年で人事でかわっていくと、その２年、３年以内で評

価が出るような事業に取り組もうかなあという、これが大きな事業やったらいいん

ですけれども、やはりそういったスパンが２年、３年で終わってしまうのかなあと

いうようなところもあるかなと思うんですけれども、人事異動、こういったところ

も職員提案とか、職員のやりがいというところにちょっと課題があるかなと思って

おりますが、いかがでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） 人事異動のことでございますが、２年というのは非

常に短いのかなあというふうに考えます。一定の経験を積んでいきながら、その中

での改善も含めて業務を遂行するというのが非常に大事だというふうに思っており

ます。 

  しかしながら、具体的にはなかなか申し上げられないんですが、いろんな事情が

ありまして、どうしても人事異動をしなければならないことも中には起きてくると

いうところもございますので、基本は議員がおっしゃったように、できるだけその

力が発揮できる期間をその部署で過ごすというのが非常にいいんだろうというふう

に思いますが、そういうわけにもいかない部分が出てくるというところで、御理解

いただけばなあと思います。 

  ただ、提案という部分、そういうこともそうなんですが、我々やっぱり一人一人

がそれぞれ個別に業務を行っておるわけではございません。常々市長も職員に対し

て申し上げるんですが、チームとしてどう生かしていくか、こういったことが大事

だというところで、職場の所属長に対してはチームづくりをしっかりやるようにと

いうことの話も常々しておるところであります。その気持ちをみんなが一つになっ

てやっていくということが、今後特に大切だというふうに思っておりますので、ま

たよろしくお願いしたいと思います。 

○副議長（西本 諭君） ２番、宮元裕祐議員。 
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○２番（宮元裕祐君） それでは、次、業務改善についてちょっとお伺いいたします。 

  毎回、毎月なんですけれども、常任委員会では各部署から資料なり、統計表、い

ろいろと提出されるんです。今回でも４月になれば、新しい部長であったり、部署

の紹介ということで、資料が提出されておりますが、全てその部署それぞれのつく

り方になっております。組織図であったり、組織の説明であったり、そういったと

ころは何とか市の中で一つ統一した文書というのをつくっていただければ、私らの

ほうも見やすいかなと思っておりますし、そういうのを見ると、昔で言う縦割り行

政がいまだにあるのかなと、横の繋がりやなくて、各部署それぞれが資料の様式が

違うということになると、人事異動でかわったら、また一から違う様式のやり方に

なるかなと思っておりますので、この辺は庁内で資料のつくり方であったり、保存

なんかでもそうだと思うんですけれども、やはり人事でいろいろ部署が変われば、

前任者の情報がどこに入っているのかというのがやっぱりわかるような、そういっ

た業務の改善をすることによって、情報の共有化というのが生まれるかなと思って

おります。これから宍粟市だけでなく西播磨圏域でたつの市であったり、姫路市で

あったり、そういった広域の連携で横の繋がりというところがこれから業務として

増えてくるのであれば、やはり市の各部署でそれぞれというんではなくて、やはり

宍粟市であれば、そういった書類の統一というのを詰めておけば、今後迎えるであ

ろう広域連携の事業のほうもスムーズにいくんじゃないかなと思っておりますので、

その辺の業務改善について御説明をお願いいたします。 

○副議長（西本 諭君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） 委員会に提出資料というところについての御質問で

あったと思います。統一できていない部分もあるのかなというふうに思います。こ

の件については、事務分掌表、４月にお渡しする分については、書式をそろえたつ

もりであるんですが、そうなっていないというのであれば確認をさせていただいて、

今後そのあたりがしっかりと比較できるような形で提出できるように改善をしてい

きたいというふうに思っています。 

  それから、事務の引き継ぎがうまくいくのかというような部分も御指摘をいただ

きました。これはサーバー上にそれぞれの職場のファイルを設けておりまして、そ

れはきっちりと人事異動があったとしても、あるいは他の職員からも閲覧できるよ

うな、そんな環境を整えていますので、そのあたりはこの活用方法を十分に精査す

る必要があると思いますが、問題ないのかなと、そんなふうに考えております。 

○副議長（西本 諭君） ２番、宮元裕祐議員。 
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○２番（宮元裕祐君） それでは、またそういった見えるところで例えば職員の提案

という事業があれば、これは職員が提案した事業ですよとか、職員が研修に行かれ

ていると思うんですけれども、どういったところでどういった内容で、そしてまた

今後どういった改善が見られるのか、そういったところも少し、行政は本当にすご

い民間と違って情報公開をすごくされているんですけれども、またそういったとこ

ろが目に入れば、市民の方とかそういったところもいろんなところに職員の方も取

り組んでおられるのかなと、そういった判断にもなるかなあと。市と市民との信頼

関係いうのも、より一層強まるかなと思っておりますので、その辺のまた情報公開

もよろしくお願いいたします。 

  それでは、続いて、宍粟市内における経済循環についてなんですけれども、いろ

んな支援策を考えておられて、冒頭はやはり市内でお金を使うというところが少な

いかなと思っております。どうしても例えば生活費が10万円あれば、電気いうこと

になると太陽光もあるけれども、やはり電気代が外に出ていく、ガスはプロパンガ

スなんで、市内の業者と契約されていたら、それは市内に落ちると。水道なんかも

市内に落ちるんですけれども、やはり一般の方が買い物をするということになると、

市内で買われるところもあるけれども、それがやはり都市部のほうに遊びに行って、

そしてやはり都市部のほうで買って帰るというのもある、そういったところも多い

かなと思っております。また、インターネット通販いうところも大きいかなと思っ

ております。 

  来年10月１日から消費税が10％に上がります。こうした10％のうち、2.2％が地

方消費税として分配されますので、できるだけ地元で消費していただくことによっ

て、消費税が再分配されますので、そういったところではやはりネット通販という

市・県外の業者にわたるお金を少しでも兵庫県、また宍粟市内にとどめるためには、

やはり地元でお買い物、昔、商工会とかそういったところがやっていたような買い

物は市内でとか、たばこは町内でとか、そういったやはり心に訴える施策も必要か

なと思っております。支援としては国であったり、市であったり、公庫であったり、

いろんな企業に対しての支援はあるかなと思いますけれども、やはりできるだけ市

内でお買い物をしてもらうというところで、いくら支援してもその業者が市内で金

を落ちることがなかったら意味がありません。支援してもその企業のお金が外に行

ってしまうと意味がありませんので、できるだけ市内でお買い物をするという、そ

ういったところの訴えかけも今後必要ではないかな思っております。 

  確かに正しい経済活動いうたら同じものやったら安いところで買う、これが一番



－120－ 

の正しい経済のあり方なんですけれども、やはり市内で買うことによって市内で循

環する、そういった必要なところもあるかなと思っておりますので、そういう支援

も大切でありますけれども、そういった訴えかけも必要じゃないかなと思っており

ますが、どうでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） お答えいたします。先ほども申しましたとおり、消費の

あり方を市民が考える、これは非常に大事なことでありまして、そのことに対して

は行政としてはそういったことを啓発していく、何遍も何遍も繰り返しＰＲしてい

く、こんなことが非常に大事かと思います。 

  市外で商品を買われる方といいますか、市外で何で物を買うかと考えてみますと、

先ほど議員がおっしゃったとおり、値段が安いということもあるんですけども、や

はり品数が豊富であったり、すぐ買える、注文もすぐインターネットでできる、こ

ういったところがあろうかと思います。ただ一つないのは、相対で取り引きできな

いといったとこだと思います。地元の企業、地元の事業者さんに行きますと、やは

り相対でいろんな説明も聞いて、またその後のアフターサービス、こういったとこ

ろもやってくれます。そのことをやはりもう一度原点に返って市民も考えるべきで

はないかなと。またそんなことを行政ＰＲしていかなければならないのではないか

なと思います。 

  具体的な方法といいますか、過去に商品券とか、いろいろあったと思うんですけ

ど、これも非常に効果的な事業かと思います。市内で使える商品券なり市内通貨と

いったものをやりますと、必ずお金は確実に落ちますから、そういったことで市内

の循環の底上げをしていく、こういったことも必要な施策かと思います。 

  以上です。 

○副議長（西本 諭君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） できるだけ市内でお金を落ちる、例えば10万円のうち８万円

を市内で使う、そうすると８万円のうちまたそれの８割、そのまた、よう計算しな

いんですけども、そういった繰り返しをすることによって、最初10万円のところを

２万円しか使わなかったところが、合計すると50万円ぐらいのお金になったり、そ

ういった計算方法もあるそうなんで、できるだけ市内で買い物をするという、そし

て、そういったことが地域を大切にしているという、そういった心に訴える施策も

必要かなと思っていますので、しーたん放送であったり、テレビであったり、広報

であったり、そういったところから商工会とも一緒になって啓発活動を努めていた
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だければ、支援したお金が外に出ていかなくなるかなと。できるだけ地域にとどま

るかなあと思っておりますので、その辺は今後またよろしくお願いいたします。 

  続いて、買い物弱者対策なんですけれども、ＪＡハリマさん、こうして閉まって、

ほかのお店もたくさん閉まっております。先ほども市長からありました経済センサ

スいうのでは、平成24年から平成28年で2,500件から2,300件、約 200件事業所が減

っております。従業員数に関しては平成24年が１万6,000人だったのが平成28年で

は１万5,000人、1,100人減っております。やはりその事業所数が減るというところ

も人が減るという原因になっておりますので、今後ますますこういったところをち

ょっとデータとして研究していかないといけないかなと思っておりますが、やはり

経済活動として売り上げが落ちてくると、店を閉めよかというところはあると思い

ます。赤字で倒産というんじゃなしに、黒字で倒産、後継者がいなくて閉店という

ところもあるかなと思っております。 

  例えば、Ａコープの買い物弱者、こちらのほうは今宍粟市においてはまだ検討中

というところなんですけれども、以前あった平成27年度まででしたかね、移動販売

車の補助金というところを復活していただければなと思っております。市内にもＡ

コープが閉まったというところで、広範囲に移動販売車で回られている事業所さん

もおられます。そういったやはり事業所の車も大分古くなっているところが多いか

なと思っております。以前は100万円で200万円までやったかな、で２分の１補助や

ったかなと思っておりますが、そういったものの復活、そして移動販売するにはや

はり店主が店から出るということになるとお店が空になる。だったらやっぱり店員

さんを置かないといけないという、そういったこともありますので、移動販売車の

復活プラス留守番でおられる店員さんの賃金というところもちょっと考えていただ

いて、この補助金の復活を望みますが、いかがでしょうか。 

○副議長（西本 諭君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 議員がおっしゃるとおり、移動購買車への助成事業につ

きましては、３年間取り組みまして終了いたしております。ただ、起業家支援条例

がその後かなり制度のほうも拡充しまして、例えば移動購買事業の場合は必ず車が

必要、必需品ということになってきます。言うたら移動購買車自体が店舗というよ

うな考え方もできるんじゃないかなと考えております。現在、起業家支援の中でそ

ういった相談も受けている事業者の方もございますので、そういった方向で調整の

ほうを進めていきたいと考えております。 

  ただ、おっしゃる店員さんの賃金の保障といったところまではちょっとまだ踏み
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込んで考えておりませんので、それはまた研究するぐらいかなと思います。 

  以上です。 

○副議長（西本 諭君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） それではその賃金のほうはまた研究していただいて、今現在、

移動販売車を使って商売されている方については、やはり今後も事業を継続してい

ただきたいなと思っております。また高齢者の方、それからお店に遠い方の支援に

もなりますので、そういった移動販売車で販売をされている方には、やはり積極的

にアプローチしていただいて、３年間で事業は終わったんですけれども、車って今

７年、８年、事業者さんでは10年以上使われますので、３年間でちょうど車を買い

替える時期だったら、それいいなあって思うけど、やはり買ってまだ間がないから

とかいうのになると、なかなか補助金に手が出せなかって、今あったらなという方

もおられるかなと思っておりますので、また起業とか、そういったところでなくて、

やはり移動販売というところにもやはり事業の内容として、事業名として入れてい

ただければ積極的に活用できるんじゃないかなと思っております。 

  また、御津とか高砂のほうからでも生鮮食料品を移動販売で宍粟市まで売りに来

られているところもあるかなと思っておりますので、そういった方とも何か連携で

きて、何かもう少し北部まで隅々まで行っていただけるような、そういった支援も

必要かなと思っておりますが、いかがですか。 

○副議長（西本 諭君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 民業の基本といいますか、やはり自分で始めた事業につ

きましては、独立採算が原則かと思います。初期の事業を始めるときの初期投資、

これには非常に大きなお金がかかるわけでございます。そういったところにつきま

しては、こういった起業家支援だったり、先の移動購買車の購入事業、こういった

ものを整備したわけでございます。 

  その事業を展開する中で、やはりそういった償却部分の儲けとして積み立てると

いいますか、残しまして次の事業に繋いでいく、こういった発想も必要かと思いま

すが、なかなかこういった買い物の条件の悪いところ、人が減っているところ、こ

こでの商売というのはなかなか難しい、こういったところがあるのも承知している

ところでございます。そういったところを整合性を図りながら市が支援できること、

できないこと、こういったところも区分しながら対応していきたいと考えておりま

す。 

○副議長（西本 諭君） ２番、宮元裕祐議員。 
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○２番（宮元裕祐君） 是非やはり高齢者の方が多いので、買い物に困っておられる

ので、そういった移動販売であったり、そういった市民の方のサービスが低下しな

いように、何かまた考えていただきたいなと思っております。 

  最後に、Ｗｉ－Ｆｉ公衆無線ＬＡＮの設置なんですけれども、災害ということで

避難場所から順次設備を国のほうもそういった計画はあるようなんですけれども、

やはり宍粟市も確かに災害に対して決して強い土地柄ではないので、そういったと

ころも必要かなと思っておりますが、やはり今現在観光にも力を入れておられます。

やはり観光ということになると、観光施設、またこちらのほうに観光で来られてい

る方、都市部の方になると都市分のほうではＷｉ－Ｆｉが人が集まるところは当た

り前のような環境になっておりますので、やはりそういった方のストレスにならな

いような形で災害から続いては観光施設、人が集まる施設、そういったところに順

次拡大していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○副議長（西本 諭君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） ありがとうございます。私も今おっしゃっていただ

いた部分は同感でございます。少しまだ遅過ぎるんではないかというぐらいな御指

摘もいただくのかなというふうに理解をしております。できるだけ早急に対応でき

るように、我々も内部的な協議も進めてまいりたいと、そんなふうに思っておりま

す。 

○副議長（西本 諭君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） １年議員務めて本当にわからないなりに質問させていただき

ましたけれども、今回検討するとか、設置するとか、そういった話も出ております

ので、今後ともそういったところは計画が出たり、進捗状況などは教えていただき

たいなと思っております。 

  それでは、以上で私の質問を終わります。 

○副議長（西本 諭君） これで、２番、宮元裕祐議員の一般質問を終わります。 

  以上で、本日の日程は終了いたします。 

  次の本会議は、６月14日午前９時30分から開会いたします。 

  本日はこれで散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

     （午後 ３時２９分 散会） 


